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■平城・浄瑠璃寺めぐり
4 11寺間30分/大人1,田0円(1・W呪料とも)

■飛鳥・山の辺めぐり
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●お問合せ TEL 奈良 22-5263

日本染織工業株式会社
取締役礼長
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企業診断ド"ク開設
_^ー^^'ー^ーーーーー ^^鬼^^

ヌ毎^^あなたも経営の健全化へ^^^

奈良近鉄タケシー株式会社

3k＼刃型がありまナ

4.5~ 6 畳用
6 ~ 8 畳用

蓄熱式電気暖房器

●本ドックのネライ

企業を詳細に亘って診断することによって、あなた
の企業の経営上の欠陥はどこにあるかを徹底的に堀り
下げ究明し、改善策を明示すると共に今後あるべき姿
について勧告します。貴社のビ繁栄のためにこのドッ

クを一日も早くご利用されますことをおすすめ申し上
げます。
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Kinki Electrical construction company,1ncorporated.

社 R 大森久司

岸井英夫奈良支店長
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2kW型と

2kW型
3kW型

,
あらゆる場所で好評です!

ご家庭はもとより、事務所、医院、笊鯨、叙
食店、理髪店、美容院などで、清潔で安分ぼ
暖房としてご利用願っぐしまt。
手間のしらないこと、郡済的なこ七、'J"度品
としくの1唖美なデーインが、大きな魅力で十。

深佼確力(特別料企)を利用すろのく
電気代ガ弓P議iこ安上がりくす。
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一
流
経
営
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
を
診
断
員
に
委
嘱
し
て
専
門
家

0

に
ょ
る
迅
速
な
診
断
と
治
療
を
行
い
ま
t
。

。
フ
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
の
徹
底
に
烹
を
置
き
ま
す
。

本
所
で
は
受
診
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
の
徹
底
と
受
診
企
業
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良
次
事
務
所

の
相
互
研
讃
の
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
、
経
営
研
究
会
、
診
断
員
と

の
懇
談
会
等
を
開
催
し
積
極
的
に
事
後
指
導
に
当
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

0
診
断
員
は
奈
良
商
工
会
議
所
の
機
構
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
本
所
の
名
誉
と
責
任
に
船
い
て
行
動
し
、
診
断
ヒ

知
り
得
た
機
秘
は
充
分
に
保
持
致
し
ま
す
。
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<
資
格
と
種
類
>

0
奈
良
に
在
住
す
る
商
工
業
者

O
A
コ
ー
ス
一
日

B
コ
ー
ス
ニ
日
以
上
(
希
望
に
ょ
る
)

<
診
断
項
目
>

0
経
営
(
企
業
組
織
事
務
管
理
、
経
営
指

針
、
適
性
規
模
)

0
雀
(
生
産
計
画
、
設
備
配
置
、
品
質
、
運

搬
、
作
業
管
理
検
査
歩
ど
ま
り
向
上
)外

0
販
売
・
購
買
(
資
材
管
理
販
売
計
画
、

注
計
画
、
販
売
方
法
市
場
調
査
、
販
売
員

教
育
、
広
告
宜
伝
、
売
り
掛
け
金
の
回
収

店
舗
設
計
)

0
財
務
.
管
理
(
コ
ス
ト
ダ
ウ
ソ
、
帳
癖
組

織
計
数
管
理
予
籍
制
、
税
務
)

0
労
務
(
賃
金
制
度
教
育
訓
總
.
労
働
条
件

懸

人
間
関
係
)

メ
上
の
項
目
の
う
ち
診
断
を
う
け
る
部
門
を
当

所
へ
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

<
受
診
料
>

0
奈
良
市
内
一
日
七
千
円
(
当
所
補
助
二
千
円

及
び
交
通
費
程
度
企
業
負
担
五
千
円
)

<
申
込
方
法
>

申
込
害
に
記
入
の
上
、
診
断
料
を
添
え
て
左
記

へ
お
申
込
み
下
さ
い

奈
良
市
東
向
中
町
6
番
地

奈
良
商
工
会
議
所

(
T
E
L
⑳
6
0
7
5
)

尚
、
申
込
書
は
別
に
御
案
内
申
上
げ
ま
す
。

壽
断
を
受
け
た
企
業
に
対
し
て
は
、
診
断
員

が
問
題
点
や
改
纂
を
示
し
た
診
断
書
を
つ

く
り
郵
送
致
し
ま
す
。
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観
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H
本
通
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株
式
会
社
奈
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支
店

支
店
長
金
島
二
郎

電
契
尓
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一
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奈良近鉄タクシー株式会社
本社奈良⑳1181

奈良h5501代
力⑳5271
ク動5268
力 i§1185
力 228680

二
カ」20966

カ@,6161

取締役社長杉本

尼」辻

く事業場

学園前奈良⑮0091代
登美が丘 0 ⑮0781

0 ⑮0096 ・@0981鯱ι"ー

生駒③2067.4321駒^

駒台生駒③29伍^

条郡山②7246九

天恥天理②H53'②008
八木橿原②1032'②10、'木橿原:
壺 阪高取2043ニ,三y)池

」
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3kW型がありま十

4.5~ 6 畳用
6 ~ 8 畳用

ご家庭はもとより、事務所、医院、旅館、魚
食店、理髪店、美容院などで、清潔で安全な
暖房としくご利用願っくいま十。
手間のいらないこと、経済的なこと、調度品
としくの優美なデーインが、大きな継力でナ。

力匝0987代

b lJO095

大代支

大寺

勝彦

覧>

高田②5921代
桜井②62認代②2070
榛原⑤0551代
大宇陀③0018・③00、}9
五条3297代
下市3705代

上市吉野2961代

吉里予1_1_1
1イ1 木

ク 3021

柏木 33
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深夜電力(特・別村金)を利用するのく
電気代ガ瀞k常に安上ガ許)くす。

0討詰郎関西電力
2kW型と

2kW型
3kW型
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大阪セメント株式会社
大阪生コンクリート株式会社
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奈良生コンクリート株式会社
久保田鉄工株式会社
日本文化シヤッター株式会社
株式会社ノ リツ
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取締役社長下出久治郎

奈良市北京終町62番地 余良⑳
ク大森給油所 ノノ稔の

ク法蓮給油所 ク捻コ

0 京終給油所及倉庫 ノノ稔3)

0 神殿LPG充坂所 ノノ伐3)

大阪市北区悔田町47新阪神ビル
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本
営

無
月

十
月
は
「
か
ん
な
、
づ
き
」
と
い
う
。
八
百
万
の
神
ん
が
、
神
様
の
ふ
る
さ
と
出
雲
へ
お
里
帰
り
を
な
さ
る
の
で
お
社

は
船
留
守
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
出
雲
に
は
神
様
方
の
お
宿
が
出
来
て
さ
ぞ
賑
か
な
事
で
あ
ろ
う
。
神
様
方
の

中
に
は
あ
ま
り
お
里
が
楽
し
く
て
任
地
へ
の
御
帰
還
を
船
わ
す
れ
に
な
る
方
も
船
あ
り
と
か
。

炭
ト



＼
昭
和
四
十
二
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
承
認

>

ノ

＼

/
ー

ー
/

第
三
十
八
回
議
員
総
会

当
所
第
三
十
八
回
議
員
総
会
は
、
去
る
七
月
二
十
日
奈
良
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催

さ
れ
た
。

大
森
会
頭
議
長
と
な
り
次
の
通
り
各
議
案
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
。

先
ず
報
告
事
項
に
入
り
、
関
西
電
力
側
奈
良
支
店
長
高
村
栄
一
議
員
栄
転
に
伴

曽
原
一
郎
議
員
就
任
。
住
友
銀
行
奈
良
支
店
長
長
田
幸
雄
議
員
栄
転
に
伴
い
糸

、

い谷
精
己
議
員
就
任
の
旨
報
告
あ
り
一
同
了
承
、
次
い
で
給
食
セ
ソ
タ
ー
・
み
あ
と
寮
・

奈
保
団
地
の
運
営
状
況
及
び
借
入
金
返
還
の
状
況
に
つ
い
て
河
合
副
会
頭
よ
り
報
告

が
あ
り
、
何
れ
も
順
調
で
あ
る
旨
繋
旦
同
了
承
し
た
。

次
い
で
協
議
事
項
に
入
り
、
 
C
年
度
事
業
報
告
・
兜
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い

て
何
れ
も
事
務
局
よ
り
逐
条
説
明
、
決
算
に
つ
い
て
は
、
富
森
監
事
よ
り
、
去
る
七

月
五
日
監
事
会
に
於
い
て
精
査
の
結
果
何
れ
も
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
旨
報
告

あ
り
、
満
場
一
致
承
認
さ
れ
た
。

＼
~

四
四
一
一
六
一
三
六
・
五
%

.

ノ

第
五
十
三
回
常
議
員
会

、
、
,
、
ン
゛

、
小
昭
和
四
十
二
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
承
認
・

当
所
第
五
十
三
回
常
議
員
会
は
去
る
七
月
十
五
日
県
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

河
合
副
会
頭
・
小
山
副
会
頭
他
各
常
議
員
出
席
さ
れ
各
議
案
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
。

先
ず
報
告
事
項
に
つ
い
て
は
、
関
西
電
力
樹
奈
良
支
店
長
高
村
栄
一
議
員
栄
転
に

伴
い
新
支
店
長
曽
原
一
郎
新
支
店
長
議
員
に
就
任
。
住
友
銀
行
奈
良
支
店
長
長
田
幸

雄
議
員
栄
転
に
伴
い
新
支
店
長
糸
谷
精
己
議
員
就
任
の
旨
報
告
あ
り
一
同
了
承
、
次

い
で
国
際
親
善
店
制
度
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
賛
成
の
態
度
を
も
っ
て
委
員
会

を
設
置
し
て
検
討
す
る
事
に
決
定
。

協
議
事
項
に
つ
い
て
は
C
年
度
事
業
報
告
、
 
C
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
し
て
事

務
局
よ
り
逐
条
説
明
、
一
同
意
義
な
く
了
承
、
本
案
を
議
員
総
会
に
上
程
す
る
こ
と

に
決
定
さ
れ
た
。

五

費
金
金

担
付

会
負
交

1

会
議
所
の
う
ご
き

第
二
十
八
回
簿
記
検
定
試
験

の
施
行

六
月
九
日
奈
良
県
立
短
期
大
学
に
お
い
て
標

記
検
定
試
験
を
施
行
し
た
。
尚
合
格
者
数
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

r
{

、

1

3

計合

{

級
別
受
験
者
数
合
格
者
数
合
格
率

費
費

与給
旅

佐
々
木
弘
氏

一
、
出
席
老
約
三
十
名

午
前
中
は
佐
々
木
氏
の
工
業
所
有
権
に
関
す

る
説
明
、
午
後
は
個
別
に
ょ
り
種
々
実
物
等
に

関
し
質
疑
応
答
あ
り
盛
会
で
あ
っ
た
。

第
二
十
九
回
計
算
尺
技
能
検

定
試
験
の
施
行

六
月
十
六
日
県
立
奈
良
工
業
高
校
及
び
正
強

高
校
に
於
い
て
標
記
検
定
試
験
を
施
行
し
た
。

尚
合
格
者
数
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

三六四四八
九

計食
品
の
意
匠
・
商
標
登
録
研

究
会
の
開
催

最
近
観
光
み
や
げ
品
・
菓
子
等
の
販
売
競
争

の
激
化
と
そ
の
所
有
権
等
の
問
題
点
を
中
心
に

標
雲
匠
商
標
登
録
研
究
会
を
、
県
発
明
協
会

及
び
県
観
光
士
産
品
連
盟
と
の
共
催
で
次
の
通

り
開
催
し
た
。

一
、
開
催
日
時
六
月
二
十
一
日
(
金
)

一
、
開
催
場
所
奈
良
県
商
工
観
光
館

一
、
講
師
大
阪
通
産
局
特
許
室
長

三
六
-
0
二
四
七
・
四
%

一
三三五四七六

八

、(

奈
良
経
済
同
友
会
は
創
立
以
来
満
二
十
年
を

迎
え
こ
れ
を
黒
し
て
去
る
六
月
二
十
二
日
午

後
三
時
よ
り
奈
良
ホ
テ
ル
に
於
て
創
立
二
十
周

年
記
念
祝
典
を
開
い
た
。

当
日
は
、
奥
田
知
棗
大
森
会
議
所
会
頭
、

小
山
県
経
営
者
協
会
長
吉
村
関
西
経
済
同
友

会
代
表
幹
事
、
立
石
京
都
同
友
会
代
表
幹
事
外

多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
会
員
三
十
六
名
の
参
加

を
得
た
。

先
ず
亀
田
二
十
周
年
記
念
実
行
委
員
長
の
開

会
の
こ
と
ば
に
は
じ
ま
り
「
創
立
二
十
周
年

を
迎
え
て
」
と
題
す
る
浅
田
代
表
幹
事
の
挨
拶

つ
ゞ
い
て
奥
田
知
事
吉
村
関
西
経
済
同
友
会

代
表
幹
事
よ
わ
祝
辞
を
、
終
っ
て
亀
田
実
行
委

員
長
よ
り
、
浅
田
代
表
幹
事
に
謝
辞
を
述
べ
記

念
品
を
贈
っ
た
。
次
い
で
発
起
会
員
の
杉
本
甚

七
氏
、
小
山
恭
二
氏
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
設
立
当
時

の
思
い
出
話
し
が
あ
り
二
十
年
の
歳
月
を
偲
ん

だ
。記

念
講
演
と
し
て
、
元
通
商
産
業
大
臣
(
経

済
学
博
士
)
菅
野
和
太
郎
氏
の
「
今
後
の
日
本

経
済
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
終
っ
て
祝
賀
パ

ー
テ
ィ
に
入
り
越
智
顧
問
の
発
声
に
ょ
っ
て
乾

杯
、
大
森
会
頭
、
立
石
京
都
代
表
幹
事
の
ス
ピ
ー

チ
あ
り
、
和
気
藹
々
の
裡
に
杉
山
代
表
幹
事
の

閉
会
の
挨
拶
に
ょ
り
一
日
の
日
程
を
閉
じ
た
.

2

0
 
1
 
2

ー
ー
ー

1
2
3
4
5
6
7

9

級
別
受
験
者
数
合
格
老
数
合
格
率

ニ
ハ

九
五

一

弌
一

三
八
四

六
月
三
十
日
奈
良
県
立
短
期
大
学
に
於
い
て

標
記
検
定
試
験
を
施
行
し
た
。

尚
合
格
者
数
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

三

ナ
一
九

四
0三

二
四

計

-
0
0
%

三
・
四
%

二
0
・
0
%

三
・
六
%

二
三
・
一
%

ニ
ハ
・
五
%

級
別
受
験
者
数
合
格
者
数
合
格
率

五
三
七
九
=
工
七
・
三
%

奈
良
経
済
同
友
会

二
十
周
年
記
念
祝
典

123

三ナ
三

二
三
三

五
二

四
0

四

45

三五
九
五

二
五

一
九

一
四

6

モ四
0

四
八

四
七

三
三

計

ニ
%

九
%

ハ
%

0
%

五
%

三
%

夏
期
巡
回
経
営
相
談
開
催

現
下
の
き
び
し
い
経
済
環
境
下
の
中
小
企
業

に
あ
っ
て
経
営
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
種
々
の

質
問
に
応
じ
る
た
め
左
記
に
ょ
り
経
営
相
誘

を
開
設
し
た
。

六
月
二
十
四
日
(
月
)
大
宮
公
民
館

六
月
二
十
五
日
(
火
)
下
川
会
館

六
月
二
十
六
日
(
水
)
奈
良
県
蚊
帳
工
業

組
合

六
月
二
十
七
日
(
木
)
今
小
路
会
所

六
月
二
十
八
日
(
金
)
当
所
ホ
ー
ル

第
六
十
三
回
珠
算
能
力
検
定

試
験
の
施
行

4321

級級級級

654321

級級級級級級

四八五五
%%%%

昭和42年度収支決算書

昭和42年4月1日~

(単位円)

1.

2.

3.

4.事業収入

5.寄付金

6.雑収入

フ.前年度繰越金

9,010,800

905,400

4,802,000

721,679

90,556

173,895
455,419

388,019級

81,192

893,501

11 ＼

.

旧^
《"

16,414,572

家屋費
事務局費
会議費
事業費
小規模事業費

＼

3,802,534
431,495

122,150
652,200

552,689
4,067,2鮖

3,434,315

911,004

550,000

法定台帳作成8・管理運用費

58,040

724,961

16,414,572

選挙費
交際費
公課・分担金
福利厚生費
退職金積立金
特別会計繰入

費雑
炊年度繰越

13.

U

15.

ノーノー"

収入の部

支出の部

.^ー.^

八三八三

合計

級級級級級



0
観
光
部
会
幹
事
会
開
催

七
月
三
日
、
当
所
に
お
い
て
大
東
部
会
長
出

席
の
も
と
に
部
会
を
開
催
し
観
光
業
界
と
し
て

万
愽
に
如
何
に
対
処
し
て
い
く
べ
き
か
話
し
合

い
、
そ
の
一
環
と
し
て
国
際
親
善
店
制
度
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
検
討
を
加
え
具
体
的
な
進
め
方

に
つ
い
て
は
関
係
各
地
会
際
の
動
き
を
見
た

上
で
遂
次
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

流
通
機
構
の
変
革
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
ビ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
の
進
出
を
頂
点
と
し
て
小

璽
へ
も
少
な
か
ら
十
影
粋
を
及
ほ
し
て
い
る

か
、
日
常
生
活
と
最
も
密
接
な
る
関
係
に
あ
る

、
、
)
、

小
売
市
場
も
そ
の
例
に
洩
れ
ず
、
何
ら
か
の
影

響
を
受
け
て
い
る
実
N
か
ん
が
み
ニ
ゴ
一
三

セ
ソ
タ
ー
の
希
望
を
受
け
て
市
場
諭
を
県

市
・
の
協
力
を
得
て
器
し
た
。
こ
の
診
断
の

結
果
に
つ
い
て
は
顧
客
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
結
果
で

0
商
業
振
興
委
員
会
開
催

七
月
五
日
、
当
所
に
お
い
て
阪
本
委
員
長
の

出
席
の
、
と
に
国
際
親
善
店
制
度
に
つ
い
て
討

議
さ
れ
た
が
商
店
街
と
し
て
も
他
業
界
と
歩
調

を
あ
わ
せ
て
積
極
的
に
謡
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
ナ

<
付
記
>
国
際
親
善
店
制
度
(
1
G
S
)

に
つ
い
て

照
際
親
善
店
制
度
と
は
万
国
博
覧
会
事
業
の

一
環
と
し
て
商
業
需
の
高
揚
を
計
り
、
外
客

に
安
心
し
て
シ
ヨ
ッ
ピ
ソ
グ
し
て
も
ら
え
る
店

を
選
定
し
、
商
業
の
国
際
的
レ
、
ペ
ル
を
一
層
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
近
畿
関
係
会
俳
と

連
け
い
を
保
ち
進
め
よ
う
と
す
る
、
の
で
あ
り

ま
す
。

,
,
'
ン
.
予
4
、
ι
J
ξ
一
、
ι
一
J
ι
 
X
,

サ
ー
ビ
ス
を
よ
く
し
て
欲
し
し
。

00
品
質
に
気
を
つ
け
て
欲
し
い
。

0
衛
生
面
に
気
を
つ
け
て
欲
し
い
。

0
量
目
に
注
意
し
て
欲
し
い
。

等
の
要
望
が
あ
り
こ
の
こ
と
は
敢
て
此
の
市

場
だ
け
で
な
く
共
通
す
る
貴
重
な
消
費
者
の
声

で
あ
る
と
思
う
。

尚
参
考
ま
で
に
ス
ー
。
ハ
等
の
進
出
に
対
処
す

る
為
に
は
協
希
、
ボ
ラ
ソ
タ
リ
ー
チ
ェ
ソ
化

を
は
じ
め
と
す
る
極
々
の
施
策
も
あ
る
が
、
先

づ
現
状
の
ま
ま
で
特
に
留
愆
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
点
を
挙
げ
る
と
。

一
、
大
き
い
市
場
(
整
備
さ
れ
た
商
店
街
)
。

一
、
明
る
く
広
た
と
し
た
環
境
で
あ
る
事
。

一
、
新
鮮
で
価
格
が
安
い
こ
と
。

一
、
品
質
が
よ
い
こ
と
。

弌
豊
富
に
品
物
が
あ
る
事
。

(
ワ
ソ
ス
ト
ッ
プ
、
ソ
ヨ
ッ
ピ
ソ
グ
)

弌
自
由
に
選
択
出
来
る
事
。

(
セ
ル
フ
化
の
遵
入
)

一
、
市
場
(
街
)
全
体
に
活
気
が
あ
る
こ
と
。

一
、
サ
】
ビ
ス
が
よ
い
こ
と
。

等
の
条
件
を
備
え
楽
し
い
ゆ
っ
く
り
と
し
た

ふ
ん
い
き
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
。尚

当
所
で
は
、
こ
の
諭
結
果
を
中
心
と
し

て
去
る
九
月
二
日
市
場
経
営
者
と
懇
壁
を
開

催
し
た
。

ニ
コ
ニ
コ
セ
ン
タ
ー
診
断
を

実
施
そ
の
結
果
ま
と
ま
る

言
 
1
'
ー
ー
,
ー
ー
ー
,
t
1
'
ι
釜
,
モ
「
王
ι
工
,
'
壬
ー
ユ
釜
'
'
ー
ミ
゛
1
壬
,
'
'
.
ー
ニ
.
宝
.
ー
オ
'
弔
オ
ー
ー
ー
ー
ー
.
ー
、

経
営
管
理
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
開
催

当
所
で
は
奈
良
県
産
業
訓
練
協
会
と
の
共
催

に
ょ
り
去
る
七
月
十
九
、
二
十
日
の
二
日
間
に

亘
り
、
厳
し
い
国
際
経
済
の
波
動
を
受
け
激
し

い
競
争
に
直
面
し
て
い
る
こ
の
機
に
当
り
企
業

経
営
の
発
展
飛
躍
に
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
総

合
管
理
力
・
生
産
力
・
販
売
力
・
資
本
力
船
よ

ひ
人
的
能
力
の
統
合
化
を
中
心
に
、
総
合
力
発

揮
の
根
源
と
な
る
経
営
幹
部
を
対
象
に
、
斯
道

の
専
門
家
で
あ
る
大
阪
販
売
経
営
研
究
所
専
任

イ
ソ
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
森
本
正
樹
氏
を
招
へ
い
し

て
開
催
、
尚
受
講
者
は
延
五
十
二
名
を
数
え
成

功
裡
に
終
了
し
た
。

労
災
保
険
の
あ
ら
ま
し
と
そ
の

手
統
き
に
つ
い
て

講
師
奈
良
労
働
基
準
監
各
署

大
東
三
三
氏

し
た
予
備
診
断
を
実
施
し
て
き
た
が
、
去
る
八

月
九
日
・
十
日
・
十
一
日
の
三
日
問
に
亘
り
、

東
京
工
業
大
学
石
原
研
究
室
よ
り
研
究
員
五

名
、
奈
良
県
商
工
課
よ
り
小
輪
括
、
井
上
商

務
係
長
,
奈
良
観
光
商
工
課
よ
り
中
井
係
長
、

当
所
よ
り
零
指
導
員
四
名
が
参
加
、
大
規
模

謬
断
班
を
構
成
、
更
に
は
市
立
一
条
高
等
学

校
の
協
力
を
得
て
延
べ
百
二
十
名
の
診
補
助

員
を
動
員
、
市
内
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
乗
降

客
、
バ
ス
の
路
線
系
統
別
乗
降
客
、
主
要
商
店

゛
、ノ

街
通
a
、
街
来
老
調
査
を
実
施
し
た
。
本
診

断
結
果
は
東
京
工
業
大
学
石
原
研
究
室
に
お
い

て
既
編
査
、
あ
る
い
は
蒐
集
し
た
当
市
に
関

す
る
す
べ
て
の
資
料
と
現
状
を
つ
ぶ
さ
に
検
討

さ
れ
、
来
年
三
月
に
は
そ
の
結
果
が
で
る
予
定

で
あ
り
、
そ
の
診
断
成
果
を
関
係
方
面
か
ら
期

待
さ
れ
て
い
る
。

0

七
月
二
十
三
日

失
業
保
険
の
あ
ら
ま
し
と
そ
の

手
統
き
に
つ
い
て

講
師
奈
良
公
共
職
業
安
定
所

富
川
義
挙
氏

ー
ノ
'
」

0

七
月
二
十
四
日
・
一
干
五
日

厚
生
年
金
と
健
康
保
険
の

あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

講
師
奈
良
社
会
保
険
事
務
所

福
村
真
太
郎
氏

社
会
保
険
実
務
説
明
会
の
開
催

ノノ

最
近
各
事
業
場
で
の
各
種
保
険
制
度
加
入
の

増
加
に
伴
い
、
そ
の
内
容
等
の
変
更
に
ょ
る
事

務
処
理
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
説
明
会
を
左
記

に
ょ
り
開
催
し
た
。
連
日
約
五
十
名
に
の
ぽ
る

受
講
者
が
あ
り
事
務
担
当
者
よ
り
好
評
を
博
し

ノ

0

七
月
二
十
六
日

源
泉
徴
収
の
あ
ら
ま
し
と

青
色
申
告
に
つ
い
て

舗
奈
良
税
務
署

法
人
税
課
長
酒
井
敏
一
氏

青
色
係
長
多
田
羅
氏

本
年
度
中
元
セ
ー
ル
は
七
月
二
十
日
よ
り
八

月
十
五
日
の
二
十
七
日
問
、
十
六
商
店
街
の
参

加
を
え
て
黛
ジ
ユ
ソ
・
ゴ
】
ル
デ
ソ
・
、
ソ
,
ウ

御
招
待
と
銘
う
0
て
実
施
、
九
月
七
日
、
奈
良

県
文
化
会
館
に
於
て
シ
ョ
ウ
ー
が
は
な
ば
な
し

く
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
午
前
十
時
三
十
分
、

午
後
二
時
三
十
分
、
午
後
六
時
と
三
回
興
行
を

行
っ
た
が
い
十
れ
も
広
い
文
化
会
館
の
席
を
う

ず
め
つ
く
す
盛
況
で
あ
っ
た
。

先
ず
細
田
商
業
小
売
部
会
長
の
挨
拶
の
後
、
ソ

"
ウ
に
入
り
、
漫
才
、
奇
術
、
音
楽
ゾ
,
ウ
、

黛
ジ
ユ
ソ
の
歌
謡
な
ど
色
と
り
ど
り
の
豊
富
さ

で
招
待
客
を
歓
喜
の
中
に
包
み
成
功
裡
に
幕
を

閉
じ
た

0

七
児
二
十
二
日

広
域
商
業
診
断
い
よ
い
よ
本

格
的
診
断
を
実
施

近
鉄
地
下
移
設
工
事
、
街
路
整
備
工
事
等
一

連
の
都
市
整
備
事
業
に
関
連
し
、
当
然
予
想
さ

れ
る
商
業
立
地
条
件
の
変
化
等
に
対
処
し
て
今

後
の
当
市
を
中
心
と
し
た
都
市
計
画
の
あ
り
方

更
に
は
商
業
環
境
整
備
の
進
め
方
の
基
礎
資
料

と
す
る
目
的
で
奈
良
県
・
奈
,
艮
市
・
当
所
の
共

同
事
業
と
し
て
昨
年
末
よ
り
東
京
工
業
大
学
石

原
教
授
に
そ
の
診
断
を
依
頼
、
爾
後
数
回
に
亘

り
資
料
の
蒐
集
、
診
断
事
項
の
協
議
を
中
心
と

夏
期
初
級
簿
記
学
校
の
開
催

複
式
簿
記
の
初
級
程
度
の
実
務
を
中
心
と
し

た
絡
学
校
を
前
半
は
八
月
五
日
よ
り
八
月
九

日
迄
、
後
半
は
八
月
十
九
日
よ
り
八
月
二
十
三

日
迄
毎
回
午
後
六
時
よ
り
八
時
而
催
し
た
。

需
は
奈
良
商
業
高
等
学
校

教
諭
福
岡
修
氏

で
参
加
老
は
約
八
十
名
に
逹
し
た
。

黛
ジ
ュ
ン
ゴ
ー
ル
デ
ン

シ
ョ
ウ
の
開
幕

,
'
ノ
ノ
 
0
 
●

{

4

の
後
県
内
外
の
禧
勢
の
変
化
、
又
本
県
の
県

勢
は
、
こ
の
計
画
の
想
定
を
は
る
か
に
上
廻
る

速
さ
で
伸
長
人
口
・
産
業
も
急
激
な
伸
び
を

示
し
、
こ
の
様
な
事
か
ら
本
年
度
を
初
径
と

し
昭
和
五
十
年
を
目
標
年
次
と
す
る
第
二
次
奈

良
県
新
綜
合
開
発
計
画
を
樹
て
直
す
こ
と
に
な

つ
た
」
と
前
置
ミ
各
項
目
に
つ
い
て
説
明
あ

り
、
終
っ
て
、
意
見
の
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ

た
が
、
特
に
、
焦
眉
の
問
題
で
あ
る
奈
良
市
の

水
闇
題
と
阪
奈
和
合
併
の
考
え
方
、
万
博
受
入

の
話
題
に
集
中
し
、
午
後
十
二
時
十
五
分
有
意

義
な
委
員
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

＼

経
済
政
策
・
中
小
企
業
対
策

合
同
委
員
会
開
催

、
゛
、
、
>
,

、
、
.
J
 
へ

、
、
、
、
、
、

九
月
十
日
、
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
当
所
二

階
ホ
ー
ル
に
於
て
経
済
政
策
・
中
小
企
業
合
同

委
員
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
慶
田
県
企
画
長

川
尻
市
経
済
部
長
、
滝
川
市
観
光
商
工
課
長
を

迎
え
、
小
山
、
高
橋
両
副
会
頭
中
村
専
務
理

事
、
経
済
政
策
委
員
会
よ
り
浦
上
委
員
外
六
委

員
、
中
小
亀
対
策
委
員
会
よ
り
奥
田
委
員
長

外
十
委
員
、
出
席
の
も
と
に
「
第
二
次
奈
良
県

新
綜
合
開
発
計
画
と
奈
良
市
発
展
の
道
」
を
テ

プ
と
し
て
種
々
意
見
の
交
換
が
行
お
れ
た
。

先
十
慶
田
県
企
画
長
よ
り
「
昭
和
三
十
八
年

奈
良
県
新
綜
A
閉
発
詰
力
,
策
定
し
た
が
、
そ

第
五
十
四
回
常
議
員
会
開
催

商
業
卸
部
会
開
催

九
月
十
三
日
祭
常
議
員
会
を
開
催
、
河

合
、
高
橋
両
副
会
頭
、
各
常
議
員
出
席
さ
れ
、

ゲ
ス
ト
に
奈
良
税
務
署
よ
り
津
山
署
長
他
七
名

の
係
員
を
迎
え
、
税
務
行
政
に
関
し

特
別
措
置
法
の
周
知
に
つ
い
て

税
額
決
定
に
は
納
得
の
出
来
る
も
の
を

小
規
模
事
業
者
に
指
導
説
明
を
充
分
に

課
税
の
公
平
を

等
活
発
患
見
の
交
換
を
行
っ
た
。

去
る
九
月
十
三
日
、
当
所
に
お
い
て
下
出
部

会
長
出
席
の
も
と
に
部
会
を
開
催
当
日
は
ゲ

ス
ト
に
、
県
農
業
経
済
課
高
橋
課
長
、
同
久
保

係
長
及
び
業
界
代
表
と
し
て
、
県
青
果
物
市
場

協
会
松
本
会
長
北
和
水
産
物
連
合
会
川
井
会

長
を
迎
え
、
「
北
和
生
鮮
食
料
品
流
通
近
代
化

促
進
計
画
に
つ
い
て
」
県
の
計
画
概
況
と
業
界

の
受
け
入
れ
方
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
の
交

換
が
あ
っ
た
。

尚
こ
の
計
画
の
進
め
方
の
な
か
に
は
、
特
に

既
存
業
者
の
育
成
と
商
権
尊
重
を
考
慰
に
入
れ

た
い
と
当
所
中
村
専
務
理
事
よ
り
強
い
要
望
が

あ
っ
九
。

こ
の
計
画
に
ょ
る
零
中
央
卸
売
市
場
は
、

現
下
の
生
鮮
食
料
品
の
流
通
機
構
を
近
代
化
し

今
後
の
需
要
量
増
大
に
対
処
し
消
費
流
通
の
合

理
化
を
め
ざ
し
、
北
和
地
帯
に
設
置
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

、
、
、

、
>
間
、
,
イ
、
)
ノ
゛
、
ー
エ
、
'
ー
ノ
ノ
ー

奈
良
県
商
工
会
議
所

連
合
会
連
絡
会

九
月
六
日
祭
連
絡
会
を
大
和
高
田
商
工
会

議
所
に
於
て
開
催
、
当
所
よ
り
中
村
専
務
他
三

名
出
席
し
、
当
面
の
事
業
等
に
つ
き
打
合
せ
を

行
っ
た
。
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協
業
近
代
化

(
視
聴
覚
セ
ミ
ナ
ー
の
)
開
催

流
通
革
新
時
代
に
移
り
商
店
経
営
の
合
理
化

近
代
化
が
益
々
急
務
と
な
り
つ
、
あ
る
現
在
、

当
所
で
は
奈
良
市
の
中
心
商
店
街
で
あ
る
、
も

ち
い
ど
の
セ
ソ
タ
ー
街
に
於
い
て
去
る
九
月
十

九
日
、
視
聴
覚
に
ょ
る
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

5
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戦
前
の
経
営
者
と

戦
後
の
経
営
者

私
の
事
業
経
営
者
と
し
て
の
経
歴
も
大
分
古

く
な
っ
た
が
、
私
は
も
と
、
と
技
術
畑
の
出
身

で
あ
っ
て
技
術
の
方
が
本
職
だ
。
し
た
が
っ

一
般
の
事
業
経
営
者
に
つ
い
て
ど
ぅ
こ
う
い
え

る
筋
合
い
で
も
な
い
が
、
や
は
り
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
戦
前
の
経
営
者
と
戦
後
の
経
営
者
を

比
較
し
た
場
合
こ
の
両
者
の
間
に
相
当
の
違
い

が
で
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

む
か
し
か
ら
「
雇
わ
れ
重
役
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
こ
の
「
雇
わ
れ
重
役
」
と
い
う
も
の

は
、
戦
後
の
経
営
者
に
こ
そ
当
て
は
ま
る
言
葉

で
、
戦
前
は
こ
の
種
の
経
営
者
は
極
め
て
数
が

少
な
か
っ
た
。
戦
前
の
経
営
者
と
い
う
も
の
は

資
本
、
つ
ま
り
株
式
を
自
分
で
も
っ
て
い
て

、

さ
ら
に
事
業
の
経
営
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
戦

後
は
「
職
業
的
経
営
者
」
と
い
う
か
、
自
分
の

会
社
の
株
を
あ
ま
り
も
た
な
い
で
経
営
だ
け
や

つ
て
い
る
も
の
が
増
え
た
。
こ
う
い
う
こ
と
か

ら
一
部
世
間
に
は
手
き
び
し
い
批
判
も
で
て
い

る
。
「
戦
前
の
経
営
者
は
裸
一
貫
か
ら
苦
労
し

て
事
業
を
作
り
あ
げ
、
育
て
て
き
た
。
自
分
が

直
接
株
を
も
っ
て
、
自
分
の
事
業
と
し
て
長
い

間
苦
楽
を
と
も
に
し
て
き
た
の
で
、
会
社
に
た

V
す
る
愛
情
も
深
い
し
、
第
一
そ
の
事
業
の
伸

長
を
期
す
る
上
に
船
け
る
意
欲
か
違
?
・
」
と
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
種
の
言
い
分
は
必
t

も
当
を
得
た
表
現
と
は
考
え
な
い
。
一
口
に
い

う
な
ら
ば
、
時
代
が
変
っ
て
い
る
の
だ
。
今
目

.

、

.

東
京
芝
浦
電
気
株
式
会
社
社
長

土
光
敏
夫

科
学
技
術
の
振
興
と
い
う
か
、
技
術
革
新
は
世

界
各
国
と
も
目
覚
し
い
も
の
が
あ
り
、
海
外
と

の
交
流
も
極
め
て
活
発
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

中
に
あ
っ
て
、
戦
前
と
は
事
業
経
営
の
方
法
も

全
く
変
っ
て
き
て
い
る
。
経
営
す
る
人
問
に
し

て
、
蜆
在
、
事
業
の
経
営
と
い
う
も
の
は
、

巳
般
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
経
営
の
専

門
家
が
責
任
を
、
つ
て
や
っ
て
V
る
。
し
た
が

つ
て
経
営
に
た
い
す
る
ニ
ユ
ア
ン
ス
も
も
ち
ろ

ん
変
っ
て
い
る
。
言
葉
を
換
え
て
V
う
な
ら
こ

れ
こ
そ
戦
後
進
歩
し
た
事
業
経
営
の
一
つ
の
特

色
だ
と
思
う
。

過
去
に
こ
だ
わ
ら
ぬ
人
生
観

と
こ
ろ
で
、
私
個
人
の
今
日
ま
で
あ
ゆ
ん
で

き
た
経
営
者
と
し
て
の
体
験
を
通
じ
て
、
非
常

に
苦
し
か
っ
た
思
い
出
、
ま
た
、
反
対
に
嬉
し

つ
た
思
い
出
に
つ
い
て
話
し
て
み
ろ
と
い
わ

かれ
る
な
ら
ば
、
「
私
に
は
何
も
な
か
っ
た
」
こ

れ
が
質
問
に
た
い
す
る
私
の
答
で
あ
る
。
「
後

ろ
を
み
な
い
」
こ
れ
が
私
の
主
義
と
い
う
か
、

性
格
と
い
う
か
、
自
然
に
そ
う
で
き
あ
が
っ

暮
し
て
き
た
む
か
し
か
ら
最
近
に
い
た
る
ま
で

の
生
活
で
あ
っ
た
。
日
一
日
の
勝
負
で
、
ど
ん

な
問
題
で
も
ど
ん
な
失
敗
で
も
そ
の
日
の
う
ち

に
か
た
、
づ
け
る
。
二
日
も
三
日
も
く
よ
く
よ
思

V
だ
し
て
考
え
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

し
い
こ
と
に
し
て
も
後
日
思
い
だ
し
て
ど
ぅ
こ

う
と
い
う
こ
と
は
な
し

こ
れ
が
ま
た
私
の
「
人
生
観
」
で
も
あ
る
。

日
日
に
改
め
る
。
無
駄
な
こ
と
は
考
え
な
い
、

と
V
う
こ
と
だ
。
毎
日
の
生
活
を
り
ズ
ミ
カ
ル

に
、
自
分
の
ぺ
ー
ス
で
進
め
て
V
く
と
い
う
こ

と
は
、
私
の
健
康
法
で
も
あ
る
。
一
般
に
、

康
法
と
し
て
「
禁
迺
禁
煙
腹
八
分
」
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
よ
く
い
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が

私
の
場
<
口
は
違
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
全
く

考
え
た
こ
と
、
な
く
他
人
に
す
す
め
た
こ
と
も

な
い
。
煙
草
は
四
十
幾
つ
か
ら
今
日
ま
で
ず
っ

と
す
っ
て
い
て
、
別
に
害
、
か
あ
る
と
、
感
じ
な

し
、
酒
は
む
か
し
か
ら
飲
み
た
い
と
思
わ
な

、い
か
ら
一
人
で
飲
む
よ
う
な
こ
と
は
全
く
な

少
量
の
酒
は
健
康
に
ょ
い
、
と
い
う
よ
う

、
0な

意
見
、
あ
る
よ
う
で
、
健
康
を
保
持
す
る
た

め
に
飲
ん
で
い
る
人
、
あ
る
よ
う
だ
が
、
私
の

健
康
法
か
ら
は
酒
は
い
ら
な
い
。
運
動
、
若

い
頃
は
好
き
で
や
ウ
た
。
勤
め
に
で
る
ま
で
は

ボ
ー
ト
、
柔
道
ス
キ
ー
そ
の
他
な
ん
で
も
や

つ
た
も
の
だ
が
、
勤
め
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、

特
別
に
運
動
と
い
う
、
の
は
や
っ
て
い
な
い

0

最
近
特
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
ゴ
ル
フ
な
ど
も

も
ち
ろ
ん
や
ら
な
い
。
強
い
て
い
う
な
ら
ぱ
、

自
分
の
屋
敷
内
で
百
姓
を
楽
し
ん
で
る
位
の
も

の
で
あ
る
。今

後
の
抱
負
と
夢

そ
う
い
う
こ
と
で
、
ま
あ
健
康
に
も
恵
ま
れ

て
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
が
、
私
も
年
を

と
っ
て
い
る
か
ら
別
に
将
来
の
夢
と
い
う
よ
う

な
も
の
は
な
い
。
た
だ
、
開
放
経
済
の
も
と
に

お
い
て
、
日
本
経
済
と
し
て
、
ま
た
企
業
自
身

と
し
て
も
現
在
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
の
努
力
は
今
後
と
も
未
来

永
劫
続
く
こ
と
だ
け
れ
ど
、
こ
の
転
換
期
を

い
か
に
き
り
ぬ
け
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
当

面
の
課
題
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
転
換
が
う
ま

く
ゆ
け
ば
、
日
本
経
済
の
発
展
と
い
う
も
の
は

二
十
一
世
紀
に
世
界
一
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う

よ
う
な
話
は
別
と
し
て
、
敗
戦
に
ょ
る
荒
廃

か
ら
立
ち
直
り
世
界
の
各
国
が
驚
い
て
い
る
よ

1う
な
急
速
で
、
し
か
も
極
め
て
高
度
の
経
済
の

発
展
を
な
し
と
げ
た
日
本
の
実
力
か
ら
す
れ
ば

今
後
に
お
い
て
、
極
め
て
大
き
な
も
の
が
期
待

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
仕
事
以
外
の
夢
と
い
う
か
、
こ
れ
か

ら
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
と
い
え
ぱ
、
今
日
、

わ
れ
わ
れ
の
毎
日
の
生
活
と
い
う
も
の
は
、
極

め
て
複
雑
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
一
局
度

の
文
化
生
活
を
や
っ
て
い
き
た
い
、
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
一
般
的
風
潮
の
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
私
は
、
生
活
は
シ
ソ
プ
ル
に
し

て
精
神
的
な
面
を
少
L
で
も
高
め
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
で
き
る
だ

け
本
を
た
く
さ
ん
読
む
こ
と
か
い
い
よ
う
だ
。

会
社
か
ら
帰
っ
て
三
十
分
で
も
い
い
。
あ
る
い

は
士
曜
日
、
日
曜
日
で
も
か
ま
わ
な
い
が
、
思

想
的
な
も
の
、
経
済
関
係
の
も
の
そ
の
他
な
ん

で
も
い
い
か
ら
沢
山
本
を
読
む
こ
と
。
読
ん
だ

こ
と
を
生
活
の
中
に
と
り
入
れ
る
、
入
れ
な
い

は
別
と
し
て
、
と
も
角
沢
山
本
を
読
む
こ
と
が

私
の
日
課
で
あ
る
。

1

、

〔

(

日
本
商
工
会
議
所
の
第
百
五
十
四
回
常
議
員
会
は
、
去
る
七
月
十
六
日
開

か
れ
「
明
年
度
中
小
企
業
政
策
に
関
す
る
要
望
」
な
ら
び
に
「
主
婦
労
働
力

の
雇
用
促
進
に
関
す
る
要
望
」
の
二
件
を
可
決
し
、
政
府
に
対
し
要
望
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

明
年
度
中
小
企
業
政
策
に
関

①

す
る
要
望

中
小
企
業
を
と
り
ま
く
経
済
環
境
は
、

国
際
的
に
は
資
本
取
引
自
由
化
の
第
二
次

段
階
へ
の
移
行
、
発
展
途
上
国
の
迫
い
上

②

げ
と
こ
れ
に
対
す
る
特
恵
供
与
の
進
展
等

ま
た
、
国
内
的
に
は
若
年
労
働
力
を
中
心

と
す
る
労
働
力
不
足
の
深
刻
化
や
大
企
業

を
中
心
と
す
る
産
業
再
編
成
等
に
ょ
り
、

今
後
、
一
段
と
き
び
し
さ
を
加
え
て
い
く

③

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
中
小

企
業
の
構
造
改
善
お
よ
び
体
質
の
強
化
を

は
か
る
こ
と
は
、
い
ま
や
国
民
経
済
的
な

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
0

よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、
明
年
度

)(

の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
ぜ
ひ
と
も
中
小

企
業
政
策
へ
の
傾
斜
的
な
予
算
計
上
お
よ

び
財
政
投
融
資
の
投
入
を
行
な
い
、
下
記

事
項
を
中
心
と
し
て
画
期
的
な
中
小
企
業

政
策
の
展
開
を
は
か
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
次
第
で
あ
る
。

⑤

一
、
業
種
別
構
造
改
善
の
徹
底

、資
本
自
由
化
、
特
恵
供
与
、
産
業
再
編

)

成
等
に
対
応
し
て
、
中
小
企
業
の
構
造
改

(

善
を
徹
底
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
措
置
を
講

7

明
治
二
十
九
年
岡
山
県
に
生
る
。
大
正

略
九
年
東
京
高
工
機
械
学
科
卒
芙
同
年
石

者
川
島
造
船
所
に
入
る
。
昭
和
十
一
年
石
川

筆
島
芝
浦
タ
ー
ビ
ソ
に
転
じ
、
同
二
十
一
年

四
月
社
長
に
就
任
。
同
二
十
五
年
六
河
石

川
島
重
工
社
長
、
同
三
十
五
年
十
二
月
石

川
島
播
磨
重
工
社
長
同
三
十
九
年
十
一

月
会
長
に
就
任
。
同
四
十
年
五
月
東
芝
社

長
同
年
八
月
東
芝
商
事
会
長
と
な
る
。

こ
の
間
、
石
川
島
フ
ォ
ス
タ
ー
ウ
ィ
ラ
ー

社
長
、
国
際
商
業
会
議
所
日
本
国
内
委
員

会
、
日
本
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
経
済
開
発
協
力

協
議
会
各
副
会
長
、
昭
和
四
十
三
年
六
月

経
済
団
体
連
合
会
副
会
長
と
な
る
。
昭
和

三
十
三
年
藍
綬
褒
章
鑾
昊
同
三
十
五
年

フ
ラ
ジ
ル
造
船
所
設
立
の
功
に
ょ
り
伯
国

南
十
字
大
勲
章
を
受
く
。
昭
和
四
十
二
年

三
月
勲
一
等
瑞
宝
章
霊
昊
趣
味
は
読
書

と
園
芸
。

ー
《

6

ず
る
こ
と
0

業
種
ぐ
る
み
、
産
地
ぐ
る
み
の
構
造

改
善
を
推
進
す
る
た
め
、
中
小
企
業
近

代
化
促
進
法
の
整
備
強
化
を
は
か
る
こ

と
0発

展
途
上
国
の
追
い
上
げ
、
特
恵
供

与
、
産
業
再
編
成
等
の
進
展
に
ょ
り
構

造
改
善
を
要
す
る
業
種
を
中
心
と
し
て

重
点
的
に
構
造
改
善
施
策
を
実
施
す
る

こ
と以

上
の
施
策
に
対
応
す
る
政
策
金
融

を
強
化
す
る
た
め
、
政
府
関
係
中
小
企

業
金
融
機
閃
中
小
企
業
信
用
保
険
公

庫
お
よ
び
中
小
企
業
振
興
事
業
団
に
対

し
て
財
政
資
金
を
大
幅
に
投
入
す
る
こ

と
0

4
 
こ
の
政
策
金
融
の
強
化
と
並
行
し
て

危
険
負
担
が
大
き
く
、
か
つ
格
段
に
多

額
の
資
金
を
要
す
る
構
造
改
善
事
業
へ

の
一
般
民
間
資
金
の
導
入
を
容
易
な
ら

し
め
る
た
め
、
現
行
の
信
用
保
証
協
会

の
拡
充
を
は
か
る
こ
と
。

構
造
改
善
の
た
め
の
割
増
償
却
制

度
、
準
備
金
制
度
等
税
制
上
の
措
置
の

強
化
を
は
か
る
こ
と
0

6
 
構
造
改
善
の
一
環
と
し
て
の
転
換
を

円
滑
な
ら
し
め
る
た
め
、
長
期
低
利
資

:
.
■
:
:
■
●
●
■

.

.

.
゛
.
.
.
.
.
.
.
.

金
の
確
保
な
ら
び
に
税
制
上
の
措
置
を

講
ず
る
と
と
も
に
、
新
技
術
ま
た
は
新

設
備
の
共
同
開
発
技
術
、
技
能
の
共

同
訓
練
等
の
推
進
を
は
か
る
こ
と
。

7
 
そ
の
他
構
造
改
善
の
た
め
の
協
業

(
化
、
共
同
化
を
一
層
促
進
す
る
こ
と
。

ニ
、
流
通
近
代
化
の
推
進

資
本
自
由
化
対
策
、
産
業
再
編
成
対

策
、
消
費
者
対
策
等
の
見
地
か
ら
、
物
資

別
、
地
域
別
の
実
態
に
応
じ
流
通
近
代
化

」
、を

早
急
に
推
進
す
る
こ
と
。
こ
の
た
め
、

つ
ぎ
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
0

①

卸
売
段
階
に
お
け
る
卸
売
総
合
セ
ソ

タ
ー
、
商
業
団
地
、
倉
庫
団
地
等
の
共

同
事
業
、
小
売
段
階
に
お
け
る
商
店
街

近
代
化
、
店
舗
共
同
化
、
ボ
ラ
ソ
タ
リ

チ
エ
ー
ソ
等
を
推
進
す
る
た
め
、

.

中
小
企
業
振
興
事
業
団
の
資
金
量
の
増

大
、
政
府
関
係
中
小
企
業
金
融
機
関
の

流
通
近
代
化
資
金
枠
の
拡
大
を
は
か
る

こ
と

)2
 
情
報
管
理
の
近
代
化
の
た
め
の
共
同

(
計
算
セ
ソ
タ
ー
の
設
置
と
こ
れ
か
前
提

と
な
る
経
営
管
理
事
務
管
理
の
改
善

整
備
を
促
進
す
る
こ
と
。

③

流
通
部
門
の
人
材
育
成
の
た
め
、
商

業
高
等
専
門
学
校
を
創
設
す
る
こ
と
。

ま
た
一
般
商
業
従
事
者
の
再
教
育
訓

練
を
充
実
す
る
こ
と
。

三
、
産
業
再
編
成
に
と
も
な
う
中
小
企

業
の
対
応

＼

)
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1
大
企
業
の
再
編
成
に
と
も
な
う
中
小
企

業
の
地
位
の
相
対
的
低
下
と
と
れ
に
も
と

づ
く
経
済
的
悪
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、

つ
ぎ
の
対
応
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

①

中
小
企
業
の
取
引
面
に
お
け
る
不
利

を
補
正
し
、
販
売
力
、
市
場
開
拓
力
を

強
化
す
る
た
め
、
共
同
販
売
、
共
同
購

入
等
取
引
面
の
共
同
化
の
指
導
助
成
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
下
請
組
織
の
強

化
を
は
か
り
中
小
企
業
の
対
抗
力
を
強

め
る
こ
と
0

中
小
企
業
分
野
に
お
い
て
も
、
積
極

的
に
合
同
合
併
、
協
業
化
、
共
同
化
、

業
務
提
携
を
促
進
t
る
た
め
、
指
導
お

よ
び
助
成
を
強
化
t
る
こ
と
。

下
請
取
引
の
適
正
化
を
は
か
る
た
め

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
に
も
と

づ
く
指
導
監
督
を
強
化
す
る
ほ
か
、
系

烈
断
の
活
用
等
に
ょ
っ
て
下
請
関
係

の
近
代
化
を
す
す
め
る
こ
と
。

ま
た
、
下
請
中
小
企
業
に
対
す
る
安

定
し
た
受
注
を
確
保
す
る
た
め
、
下
請

企
業
振
興
協
会
を
充
実
す
る
こ
と
。

下
請
中
小
企
業
の
体
質
強
化
を
は
か

る
と
と
も
に
将
来
と
も
成
長
が
期
待
さ

れ
る
加
工
度
迂
回
度
の
高
い
産
業
部
門

と
し
て
発
展
せ
し
め
る
こ
と
0

5
 
中
小
企
業
の
協
業
合
併
、
適
正
規
模

1

化
等
に
ょ
り
そ
の
近
代
化
を
促
進
す
る

必
要
上
、
中
小
企
業
の
規
模
範
囲
を
つ

ぎ
の
通
り
拡
大
す
る
こ
と
0

イ
エ
業
つ
い
て
は
、
資
本
金
一
億
円

以
下
、
従
業
員
三
0
0
人
以
下

戸
商
業
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い
て
は
、

資
本
金
五
、
 
0
0
0
万
円
以
下
、
従

業
員
-
0
0
人
以
下

産
業
再
編
成
に
対
す
る
中
小
企
業
の

対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、
つ
ぎ
に
ょ
り

中
小
企
業
投
資
育
成
会
社
の
強
化
を
は

か
る
こ
と
0

イ
中
小
企
業
投
資
育
成
会
社
の
投
資

対
象
企
業
を
現
行
の
資
本
金
五
 
0

0
0
万
円
以
下
か
ら
一
億
円
以
下

に
、
そ
の
基
準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

口
現
行
の
投
資
限
度
額
を
二
部
市
場

に
お
け
る
上
場
基
準
に
接
続
で
き
る

よ
う
そ
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
と
も
に
上
場
を
容
易
な
ら
し

め
る
た
め
、
店
頭
登
録
そ
の
他
現
行

証
券
市
場
制
度
に
改
善
を
加
え
る
こ

と
0投

資
対
象
業
種
に
流
通
部
門
(

卸
、
小
売
お
よ
び
貿
易
業
)
を
加
え

る
こ
と
0

二
同
会
社
の
基
盤
強
化
の
た
め
、
政

府
出
資
額
を
大
幅
に
増
額
す
る
こ

四
中
小
企
業
金
融
の
強
化
お
よ
ぴ
中

小
企
業
振
興
事
業
団
事
業
の
拡
充

政
府
関
係
中
小
企
業
金
融
機
関
に
対

す
る
政
府
出
資
お
よ
び
財
政
投
融
資
を

画
期
的
に
増
額
す
る
こ
と
。

中
小
企
業
金
融
公
庫
お
よ
び
国
民
金

融
公
庫
に
お
け
る
近
代
化
促
進
貸
付
、

流
通
近
代
化
貸
付
、
生
鮮
食
料
品
等
小

売
業
近
代
化
貸
付
等
の
特
別
貸
付
に
つ

て
、
そ
の
貸
付
枠
を
拡
大
す
る
と
と

いも
に
、
貸
付
利
率
を
引
き
下
げ
、
貸
付

期
間
を
延
長
す
る
こ
と
。
上
記
①
お
よ

ひ
②
の
施
策
に
対
応
し
て
、
特
別
貸
付

制
度
の
拡
充
強
化
を
は
か
る
こ
と
。

3
 
政
府
関
係
中
小
企
業
金
融
三
機
関
の

普
通
貸
付
の
限
度
額
を
、
中
小
企
業
金

融
公
庫
に
つ
い
て
は
三
、
 
0
0
0
万
円

を
一
億
円
に
、
国
民
金
融
公
庫
に
つ
い

て
は
三
0
0
万
円
を
一
、
 
0
0
0
万
円

に
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
つ
い
て
は

一
組
合
三
億
円
を
五
億
円
、
一
組
合
員

三
、
 
0
0
0
万
円
を
一
億
円
に
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
る
と
と
、
に
、
そ
の
貸
付

条
件
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
。

中
小
企
業
信
用
保
険
公
庫
に
対
す
る

政
府
出
資
を
大
幅
に
増
額
す
る
こ
と
。

信
用
補
完
制
度
が
中
小
企
業
の
構
造
改

と
0

)(

善
、
近
代
化
に
果
た
す
役
割
の
大
な
る

こ
と
に
か
ん
が
み
、
保
険
限
度
額
の
拡

大
、
墳
補
率
の
引
き
上
げ
お
よ
び
保
険

料
率
の
引
き
下
げ
を
引
き
続
き
推
進
す

る
こ
と
0

中
小
企
業
振
興
事
業
団
事
業
の
拡
充

⑤

最
近
に
お
け
る
中
小
企
業
の
協
業

化
、
共
同
化
の
気
運
お
よ
び
計
画
の
進

展
に
か
ん
が
み
、
中
小
企
業
振
興
事
業

団
の
事
業
量
を
飛
躍
的
に
増
大
せ
し
め

る
た
め
、
同
事
業
団
に
対
す
る
政
府
出

資
お
よ
び
財
政
投
融
資
の
画
期
的
増
額

を
は
か
る
こ
と
0

住
宅
金
融
公
庫
等
の
標
準
建
設
費
単

⑥
価
の
引
き
上
げ

住
宅
金
融
公
庫
、
一
届
用
促
進
事
業
団

お
よ
び
年
金
福
祉
事
業
団
の
融
資
制
度

に
お
け
る
併
用
住
宅
、
労
働
者
住
宅
、

福
利
厚
生
施
設
等
の
標
準
建
設
費
単
価

は
、
い
ず
れ
も
低
き
に
過
ぎ
る
の
で
、

と
れ
を
引
き
上
げ
る
こ
と
0

五
、
技
術
開
発
の
推
進

わ
が
国
経
済
の
国
際
化
に
対
応
し
て
、

中
小
企
業
の
技
術
水
準
を
高
め
、
製
品
の

高
級
化
、
専
門
化
お
よ
び
転
換
を
進
め
、

ま
た
デ
ザ
イ
ソ
の
改
盖
7
開
発
を
促
進
す

る
必
要
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
の

で
、
各
種
の
技
術
指
導
を
強
化
し
、
中
小

企
業
が
利
用
す
る
官
公
立
試
験
研
究
機
関

の
充
実
強
化
を
は
か
り
、
こ
れ
ら
諸
機
関

と
業
界
と
の
共
同
研
究
開
発
を
促
進
す
る

と
と
も
に
業
界
が
共
同
し
て
行
な
う
研
究

開
発
に
つ
い
て
、
強
力
な
助
成
措
置
を
講

ず
る
こ
と
0

六
、
中
小
企
業
の
労
働
力
確
保

中
小
企
業
の
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め

中
高
年
労
働
者
、
主
婦
労
働
者
等
の
雇
用

を
促
進
す
る
と
と
も
に
福
祉
厚
生
行
政
の

強
化
、
職
業
裂
制
度
の
抜
本
的
改
善
、

職
業
安
定
行
政
ゐ
強
力
な
展
開
を
は
か
る

こ
と
0

)(

マ
イ{

ハ
、
小
規
模
事
業
対
策
の
改
善
充
実

)

小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
を
近
代

1(
化
す
る
た
め
経
営
改
善
普
及
事
業
の
あ

り
方
を
再
検
討
し
、
そ
の
効
率
化
を
は

か
る
こ
と
。
 
t
な
わ
ち
、
従
来
の
総
花

的
指
導
方
法
を
改
め
、
指
導
の
重
点
を

さ
し
あ
た
り
記
帳
、
金
融
、
税
務
等
経

営
管
理
の
基
礎
的
事
項
に
置
く
こ
と
。

大
都
市
に
お
い
て
は
、
事
業
の
浸
透

度
を
高
め
、
小
規
模
事
業
者
の
近
代
化

意
識
を
喚
起
t
る
た
め
、
調
査
・
 
P
R

費
の
増
額
と
経
営
改
善
普
及
事
業
推
進

協
力
員
制
度
の
創
設
を
は
か
る
こ
と
。

②

設
備
近
代
化
資
金
貸
付
制
度
に
対
す

る
国
の
補
助
金
を
増
額
し
、
そ
の
貸
付

限
度
額
を
六
0
0
万
円
に
引
き
上
げ
、

貸
付
対
象
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
償
還
期
間
を
-
0
年
に
延
長
t
る
こ

と
0小

規
模
企
業
の
設
備
近
代
化
を
促
進

す
る
た
め
、
設
備
貸
与
機
関
を
増
設
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
事
業
量
を
拡
大
す

る
等
設
備
貸
与
制
度
の
充
実
を
は
か
る

こ
と

4
 
小
規
模
企
業
対
策
強
化
の
一
環
と
し

て
、
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
共
済
金
の
税
法
上
に
お

け
る
退
職
所
得
扱
い
、
掛
金
口
数
限
度

9

七
、
中
小
企
業
関
係
税
制
の
改
正

ー
,

中
小
企
業
の
税
負
担
を
軽
減
し
、
そ

の
自
己
資
本
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、

法
人
税
率
の
引
き
下
げ
、
同
族
会
社
の

留
保
金
課
税
の
廃
止
、
所
得
税
、
事
業

税
の
軽
減
地
方
税
に
お
げ
る
完
全
給

与
制
の
実
現
等
を
は
か
る
こ
と
。

2
 
中
小
企
業
が
商
工
組
合
中
央
金
庫
よ

り
貸
付
け
を
受
け
る
に
際
L
て
行
な
う

抗
当
権
設
定
登
記
等
に
か
か
わ
る
登
録

免
許
税
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
中
小
企
業

金
融
公
庫
お
よ
び
国
民
金
融
公
庫
と
同

様
に
非
課
税
と
す
る
こ
と
。

ノ

)

(
現
行
-
 
0
口
ま
で
)
の
引
き
上
げ
、

政
府
補
助
金
の
交
付
に
ょ
る
共
済
金
の

増
額
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
、
外
資
に
関
す
る
情
報
・
相
談
業
務
の

拡
充

資
本
自
由
化
お
よ
び
国
際
経
済
交
流
の

活
発
化
に
と
も
な
い
、
外
国
か
ら
の
提
携

申
し
入
れ
に
応
じ
、
外
資
と
の
提
携
協
力

あ
る
し
は
海
外
進
出
を
意
図
す
る
中
小
企

業
が
今
後
一
層
増
加
す
る
も
の
と
予
想
さ

れ
る
の
で
つ
ぎ
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

①

一
般
に
知
識
経
験
の
乏
し
い
中
小
企

業
の
た
め
に
外
資
に
関
す
る
情
報
の
提

供
、
行
政
手
統
き
お
よ
び
契
約
面
で
の

指
導
相
談
を
任
務
と
す
る
情
報
・
相
談

機
関
を
商
工
会
議
所
等
に
設
置
す
る
も

の
と
し
、
こ
れ
に
対
す
る
所
要
の
助
成

措
置
を
講
ず
る
こ
と
0

海
外
進
出
を
意
図
す
る
中
小
企
業
の

た
め
、
現
在
商
工
会
議
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
海
外
企
業
技
術
協
力
斡
旋
本
部

お
よ
び
同
斡
旋
所
の
機
能
の
拡
充
を
は

か
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
海
外
協
力

会
社
(
仮
称
)
の
設
立
を
す
す
め
る
こ

と

8

(

'
ー、

(

最
近
に
お
け
る
若
年
層
を
中
心
と
す
る

深
刻
な
労
働
力
不
足
に
対
処
し
て
、
未
活

用
労
働
力
の
雇
用
を
促
進
す
る
こ
と
は
当

面
の
急
務
で
あ
る
。
と
く
に
主
婦
労
働
力

を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
今
後
の

産
業
界
に
お
け
る
労
働
力
不
足
対
策
と
し

て
き
わ
め
て
有
効
適
切
な
も
の
と
考
え

る
0

)(

一
方
、
家
庭
の
主
婦
の
側
に
お
い
て
も

昨
今
の
家
事
負
担
の
軽
減
に
伴
な
し
、
よ

り
豊
か
な
生
活
を
求
め
て
就
労
し
よ
う
と

す
る
=
訣
か
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
0

し
か
し
な
が
ら
、
主
婦
が
職
場
に
進
出

す
る
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
旧
来
の
社
会

風
潮
や
育
児
、
税
制
等
の
面
で
種
々
の
問

題
が
あ
り
、
そ
の
早
急
な
解
決
が
望
ま
れ

る
C上

記
に
か
ん
が
み
、
主
婦
の
就
労
を
一

層
促
進
す
る
た
め
、
国
・
地
方
公
共
団

体
、
企
業
主
婦
は
そ
れ
ぞ
れ
、
下
記
の

諸
点
に
つ
い
て
深
甚
の
配
慮
を
な
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
0

主
婦
労
働
力
の
雇
用
促
進
に
関
す

る
要
望

一
、
政
府
・
地
方
公
共
団
体
へ
の
要
望

現
在
一
部
の
公
共
職
業
安
定
所
に
お

い
て
、
主
と
し
て
主
婦
を
対
象
と
す
る

専
門
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
大
き
な
成

、

③ ⑥

②

①

①

④

記

③

ノ'、

②

②④

直ξ、

《



果
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、
早
急
に
多
数

の
都
市
の
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て

も
同
様
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
措
置
さ

ま
た
、
わ
が
国
に
お
し
て
は
長
年
の

い
き
さ
つ
か
ら
一
般
に
公
共
職
業
安
定

所
に
通
う
こ
と
を
肌
ら
う
気
風
が
あ
る

の
で
、
必
要
に
応
じ
商
工
会
議
所
に
も

主
婦
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
こ
れ
に
相
談

員
を
派
遣
す
る
等
に
ょ
り
そ
の
紹
介
、

あ
っ
せ
ん
の
円
滑
化
を
は
か
ら
れ
た

0

)4
 
さ
ら
に
、
企
業
が
自
ら
ま
た
は
中
小

企
業
が
共
同
で
託
児
施
設
を
設
置
す
る

こ
と
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
の
設
置
に

要
す
る
資
金
の
一
部
助
成
を
行
な
う
と

と
も
に
、
長
期
か
つ
低
利
の
資
金
が
容

易
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
公
的
融
資
枠
の

拡
大
と
融
資
手
続
き
の
簡
易
化
を
は
か

ら
れ
た
い
0

5
 
現
行
所
得
税
法
に
お
し
て
は
、
給
与

所
得
控
除
後
の
妻
の
給
与
所
得
が
年
間

-
 
0
万
円
を
こ
え
る
と
、
夫
の
側
の
配

偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
こ

の
こ
と
が
主
婦
の
職
場
進
出
を
阻
害
す

る
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の

基
準
を
引
き
上
げ
る
と
か
、
米
国
お
よ

び
西
独
に
お
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
二

分
二
乗
方
式
の
先
例
等
を
十
分
参
照
し

て
税
制
面
に
お
い
て
も
格
段
の
配
慮
を

さ
れ
た
い
0

ニ
、
企
業
へ
の
提
言

若
年
労
働
力
が
今
後
ま
す
ま
す
不
足

す
る
事
情
に
あ
る
の
で
、
企
業
内
の
あ

ら
ゆ
ら
職
種
に
つ
い
て
再
検
討
を
し
、

主
婦
労
働
力
で
代
替
で
き
る
職
種
に
つ

い
て
は
極
力
主
婦
労
働
力
を
活
用
す
る

よ
う
つ
と
め
ら
れ
た
い
0

な
お
、
そ
の
際
本
人
の
能
力
、
適

性
、
過
去
の
経
験
が
職
務
に
十
分
発
揮

(

0

、L

主
婦
の
職
場
適
応
性
を
高
め
る
た

め
、
多
数
の
都
市
の
公
共
職
業
安
定
所

に
お
い
て
短
期
の
講
習
会
を
常
時
定
期

的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
職
業

能
力
を
高
め
る
た
め
、
公
共
職
業
訓
練

所
に
お
い
て
主
婦
の
た
め
の
特
別
の
短

期
職
業
訓
練
を
実
施
さ
れ
た
い
。

な
お
、
短
期
講
習
会
の
開
催
に
際
し

て
は
、
商
工
会
議
所
を
で
き
る
だ
け
活

用
さ
れ
た
い
。

現
在
、
全
国
総
可
保
育
所
数
は
一

万
を
こ
え
て
い
る
が
、
な
お
急
増
し
つ

つ
ぁ
る
需
要
に
応
じ
き
れ
な
い
実
情
に

あ
る
の
で
、
政
府
な
ら
び
に
地
方
公
共

団
体
は
、
保
育
所
そ
の
他
の
託
児
施
設

の
拡
充
に
つ
と
め
ら
れ
た
い
。

)(

さ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、
必

要
に
応
じ
再
訓
練
を
実
施
さ
れ
た
や
。

一
部
に
求
人
資
金
と
支
払
資
金
が
く

い
違
う
と
か
労
働
時
間
が
ル
ー
ズ
で
あ

る
と
か
の
主
婦
側
の
不
満
の
声
が
聞
か

れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
十
分
留
意
さ
れ
た
い
0

な
お
、
こ
の
た
め
主
婦
就
労
者
の
た

め
の
特
別
の
就
業
規
則
を
作
成
す
る

等
、
賃
金
、
労
働
時
間
等
労
働
条
件
の

明
確
化
を
は
か
ら
れ
た
い
。

一
般
に
主
婦
は
家
事
、
育
児
等
の
事

情
か
ら
フ
ル
タ
イ
ム
の
就
労
が
困
難
な

場
合
が
多
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
事
情
を

勘
案
し
て
た
と
え
ぱ
。
ハ
ー
ト
タ
イ
ム
方

式
に
ょ
る
交
替
勤
務
や
一
定
の
曜
日
出

勤
等
の
方
法
に
ょ
る
実
情
に
即
し
た
弾

力
的
な
勤
務
態
様
を
工
夫
さ
れ
た
い
。

主
婦
の
就
労
を
促
進
し
、
か
つ
そ
の

能
力
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は

公
共
の
託
児
施
設
の
拡
充
が
望
ま
れ
る

か
、
現
状
で
は
早
急
に
こ
れ
を
期
待
す

゛
、
、る

こ
と
は
困
難
な
事
情
に
あ
る
の
で
、

企
業
に
お
い
て
も
そ
の
設
置
を
考
慮
さ

れ
た
い
。

な
お
、
中
小
企
業
で
は
託
児
施
設
の

共
同
化
を
は
か
ら
れ
た
い
。

主
婦
就
労
者
に
対
し
て
で
き
る
だ
け

福
利
厚
生
施
設
の
利
用
や
活
動
に
参
加

さ
せ
る
等
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
に
つ
と
め
ら
れ
た
い
。

Ξ
、
家
庭
の
主
婦
へ
の
提
言

わ
が
国
で
は
一
般
に
家
事
、
育
児
に
専

念
す
る
と
と
が
主
婦
の
本
来
の
姿
で
あ
る

と
す
る
考
え
方
が
根
強
く
、
ま
た
夫
や
家

族
の
側
の
理
解
不
足
も
手
伝
っ
て
、
主
婦

の
職
場
進
出
は
未
だ
十
分
な
も
の
で
は
な

t
イ

0し
か
し
、
 
t
で
に
欧
米
諸
国
で
は
夫
の

地
位
や
職
業
の
如
何
を
問
わ
ず
主
婦
の
多

く
が
職
場
に
進
出
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

労
働
力
不
足
に
悩
む
わ
が
国
産
業
界
で
は

主
婦
労
働
力
に
依
存
す
る
度
合
が
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
等
の
事
情
を
認
識
さ
れ

今
後
一
段
と
積
極
的
に
職
場
に
進
出
さ
れ

る
よ
う
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

な
お
、
就
労
に
際
し
て
は
自
己
の
能

カ
、
適
性
、
過
去
の
経
験
、
家
庭
の
状
況

等
を
十
分
考
慮
し
て
職
場
を
選
ぶ
と
と
も

に
、
就
労
後
に
お
い
て
は
職
業
に
対
t
る

強
い
自
覚
と
意
欲
を
も
っ
て
勤
務
に
つ
と

め
ら
れ
た
い
0

{
三

、
一
、
三
一
、
三
、

五
つ
の
奉
仕

「
本
仕
の
心
」
と
い
う
題
で
お
話
し
致
し
た

い
と
思
い
ま
t
。
お
話
し
す
る
こ
と
自
体
が
私

は
泰
仕
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

奉
仕
に
は
ず
い
ぶ
ん
種
類
が
ご
ざ
い
ま
し
て

私
は
五
つ
に
分
類
し
て
お
り
ま
す
。
奉
仕
は
金

が
な
い
と
で
き
な
い
よ
う
に
お
っ
し
や
る
方
が

あ
る
ん
で
す
が
、
私
ま
ず
第
一
番
に
職
業
牽

仕
、
こ
れ
は
利
益
を
目
的
と
し
な
し
奉
仕
1
警

察
官
、
消
防
、
自
衛
隊
、
医
者
学
校
の
先

生
、
そ
う
い
う
よ
う
な
方
は
職
業
素
仕
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
っ
は
、
職
業
で
な
い
企
業
奉

仕
と
い
う
も
の
を
私
は
い
ま
そ
れ
に
加
え
て
お

る
ん
で
す
。
職
業
奉
仕
だ
け
で
は
な
く
や
は
り

企
業
と
い
う
も
の
は
利
益
を
目
的
と
し
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
企
業
家
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
大
事

な
毒
仕
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
利
益
を
分
配
す

一
ノ

g
《

で
も
そ
れ
を
五
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
労
力
の
赤
仕
、
こ
れ
は
社
員

に
ょ
く
話
し
を
す
る
の
で
す
が
、
朝
早
く
来
て

掃
除
を
す
る
、
人
の
便
利
な
よ
う
に
し
て
あ
げ

る
と
か
、
頼
ま
れ
な
く
て
も
手
伝
っ
て
あ
げ
る

と
か
、
あ
る
い
は
ま
た
近
隣
に
対
し
て
も
そ
う

い
う
心
で
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
し
あ
わ

せ
じ
や
な
い
か
。

そ
れ
か
ら
、
ア
イ
デ
フ
の
奉
仕
、
経
験
は
自

分
で
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
役
に
立
た
な
い
け

れ
ど
、
あ
る
人
に
そ
の
経
験
を
話
し
て
あ
げ

た
ら
そ
の
人
が
非
常
に
生
き
返
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
具
合
に
、
ア
イ
デ
ア
と
い
う

こ
と
は
や
は
り
未
仕
す
る
上
に
お
い
て
非
常
に

必
要
な
良
い
条
件
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま

す
。

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
愛
情
の
奉
仕
、
や
は
り
愛

だ
け
で
は
い
け
な
い
、
情
が
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。そ

れ
か
ら
、
五
番
目
が
私
は
物
質
で
い
い
と

い
う
ん
で
す
。
物
質
と
い
う
も
の
は
ゆ
っ
く
り

で
い
い
ん
だ
。
物
質
を
先
に
や
ろ
う
と
t
る
か

、L

ら
、
本
仕
に
使
お
う
と
思
う
か
ら
で
き
な
い
の

に
け
れ
ど
も
、
ま
ず
、
い
ま
申
し
ま
し
た
条
件

の
四
つ
ま
で
は
物
質
が
そ
う
な
く
て
も
で
き
ま

す
か
ら
、
そ
う
い
う
具
合
に
し
た
ら
良
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

る
こ
と
を
奉
仕
と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ぱ

い
け
ま
せ
ん
。
適
正
な
利
潤
を
得
ま
し
て
、
そ

れ
を
分
配
す
る
こ
と
に
奉
仕
の
意
義
が
あ
る
の

で
す
。分

配
の
奉
仕
も
私
は
最
近
発
表
し
て
お
り
ま

す
が
、
ま
ず
適
正
利
潤
の
分
配
は
社
員
に
し
な

け
れ
ぱ
い
け
な
い
。
そ
れ
か
ら
資
本
家
に
も
し

な
け
れ
ば
し
け
な
い
。
そ
れ
か
ら
三
番
目
に
は

物
を
供
給
し
て
く
れ
る
人
、
仕
入
先
と
か
そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
泰
仕
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

何
も
分
配
と
い
い
ま
し
て
も
利
益
を
分
け
る
の

で
は
な
く
て
、
ほ
ん
と
の
現
金
で
分
け
る
の
は

社
員
と
資
本
家
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
四
番
目
に
は
販
売
店
こ
れ
が
健
全

な
る
発
展
を
し
て
い
く
よ
う
な
商
品
を
供
給
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
五
番
目
が

需
要
家
で
す
。

二
の
よ
う
に
奉
仕
に
は
、
企
業
の
う
ち
だ
け

)

'

)

、
(

)
(

)
(

(

(

一
月
三
日
東
京
生
ま
れ
で
あ
り
ま
し
て
、
唯
今

七
十
五
歳
で
す
が
、
九
つ
か
ら
働
い
て
お
り
ま

す
の
で
も
う
六
十
五
年
、
働
い
て
い
ま
す
。
な

で
そ
ん
な
に
早
く
働
い
た
か
と
申
し
ま
す
と
、

非
常
に
家
が
貧
乏
で
し
た
の
で
他
所
へ
や
ら
れ

ま
し
て
、
そ
の
貰
っ
て
く
れ
た
人
、
つ
ま
り
継

厩
が
死
ん
で
、
次
の
二
度
目
の
継
母
が
来
て
、

そ
れ
に
私
は
育
て
ら
れ
た
の
で
大
変
苛
め
ら
れ

ま
し
た
。
大
変
苛
め
ら
れ
て
い
る
も
ん
で
す
か

ら
近
所
の
盲
人
の
お
婆
さ
ん
が
、
可
愛
そ
う

だ
、
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
た
ら
殺
さ
れ
る
と
い

う
ん
で
、
素
公
口
を
見
つ
け
て
く
れ
九
。
そ
れ

か
錺
屋
(
か
ざ
り
や
)
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

東
京
の
深
川
と
か
、
下
谷
、
万
年
町
と
か
、
千

住
と
か
と
い
う
の
は
貧
乏
な
人
が
多
い
の
で
す

か
、
そ
の
貧
乏
の
代
表
的
な
深
川
に
い
ま
し
た

、
、
、
、

か
、
本
所
で
主
人
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
九
ん
で

、
、
、
、

す
。
北
二
葉
町
の
錺
屋
へ
そ
の
盲
人
の
お
ば
あ

さ
ん
が
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
主
し
た
。

そ
こ
で
七
年
と
七
力
月
勤
め
ま
し
て
四
十
八

円
六
十
三
銭
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
ず
っ

と
私
は
つ
け
て
お
い
た
わ
け
で
す
。
貯
ま
っ
た

こ
ろ
に
は
家
の
ほ
う
か
ら
取
り
に
来
る
も
ん
だ

か
ら
、
内
緒
で
九
円
貯
め
ま
し
た
。
そ
れ
が
大

き
い
今
日
の
資
本
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
主
人

と
い
う
の
が
貧
乏
な
人
で
、
病
気
で
困
っ
て
る

と
き
に
注
文
が
き
ま
し
た
。
二
十
四
円
ぱ
か
り

の
注
文
が
き
ま
し
て
、
ど
ぅ
し
て
も
声
<
銅
の
地

金
を
二
、
三
貫
買
わ
ね
ば
い
け
な
い
。
私
の
記

憶
で
は
一
貫
目
二
円
五
十
銭
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
二
貫
目
買
え
ば
二
十
四
円
の
仕
事
が
で
き

、

れ
た
い

奉
仕
の
精
神
は
ま
ご
こ
ろ

1
繁
栄
の
基
礎
に
つ
な
が
る

私
が
生
ま
れ
ま
し
た
の
は
明
治
二
十
六
年
十

＼

奉仕の心
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る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
主
人
と

船
か
み
さ
ん
が
相
談
し
て
い
る
の
が
、
ど
ぅ
に

も
金
が
な
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。

当
時
、
一
円
を
米
屋
に
払
う
金
が
な
く
て
、

始
巻
い
わ
け
を
言
っ
て
一
力
月
ぐ
ら
い
延
ば

し
て
も
ら
っ
て
い
た
か
ら
金
の
な
い
の
は
わ
か

つ
て
る
。
そ
こ
で
私
は
、
九
円
貯
め
て
お
い
た

の
を
、
五
円
だ
け
そ
っ
と
、
枕
元
へ
置
い
て
き

ま
し
た
。
大
変
主
人
は
感
激
し
て
、
主
人
が
始

終
宣
伝
し
て
く
れ
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
や
っ

ぱ
り
信
用
が
自
然
の
う
ち
に
蓄
積
さ
れ
て
き
て

養
子
に
来
て
く
れ
な
い
か
と
か
、
も
し
独
立
し

た
ら
私
を
使
っ
て
く
れ
と
か
、
う
ち
の
子
供
を

使
っ
て
く
れ
と
か
、
そ
う
V
う
申
し
込
み
が
あ

つ
た
。
こ
れ
、
や
っ
.
は
り
主
人
の
お
陰
な
ん
で

す
ね
。そ

れ
か
ら
、
い
よ
い
よ
独
立
す
る
段
階
に
な

り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
、
職
人
で
は
駄
目
だ
か

、L

ら
、
何
か
一
つ
考
え
た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
、
発
明
し
ょ
う
と
い
う
の
で
、
バ
ソ
ド
の
尾

.
、ノ

錠
を
考
え
た
。
明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
に
考
え
て

特
許
を
願
っ
た
の
で
す
。
昔
は
す
ぐ
特
許
が
お

り
て
き
ま
し
た
。
あ
る
方
に
見
せ
た
と
こ
ろ

か
、
「
こ
れ
は
面
白
い
」
と
い
う
ん
で
、
三
十

、
、
、
、

三
グ
戸
ス
と
い
う
注
文
が
き
ま
し
た
。
主
人
に

相
談
し
た
ら
、
「
独
立
し
ろ
」
と
い
う
。

私
に
独
立
し
ろ
七
言
う
け
れ
ど
も
お
金
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
「
お
ま
え
に
五
円
借
り
が

あ
る
。
あ
れ
を
返
す
か
ら
そ
れ
で
勘
弁
し
て
く

れ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
先
方
に
そ
の

顛
末
を
お
話
し
ま
し
た
。
そ
れ
じ
や
貸
し
て
あ

け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
決
ま
っ
て
、
三
十
円
ぐ

ら
い
借
り
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
ほ
ん
と
の

自
分
の
資
本
と
い
う
、
の
は
五
円
で
す
。
今
日

百
億
に
な
り
立
し
た
か
ら
二
十
億
倍
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。
会
社
組
織
に
し
た
の
は
昭
和
十
年

の
五
月
二
日
で
す
か
ら
今
期
が
六
十
八
期
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
お
か
げ
で
百
億
の
資
本
で
す

0そ
ん
な
こ
と
で
い
ま
売
上
は
、
多
分
四
十
三

年
度
は
年
間
九
百
億
、
四
十
四
年
度
は
千
四
百

億
大
体
そ
う
い
う
予
算
で
や
っ
て
お
り
立
す

、
(

0

る
ん
で
す
け
れ
ど
、
、
一
民
り
が
非
常
に
あ
り
ま

す
。
私
に
言
わ
せ
る
と
た
い
へ
ん
な
戻
り
が
あ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
逆
に
人
に
迷
惑
を
か
け

る
と
鳶
の
一
戻
り
が
あ
り
ま
す
、
と
こ
ろ
が
V

い
一
戻
り
の
ほ
う
は
本
当
に
日
々
あ
り
が
た
し
と

い
う
こ
と
を
感
ず
る
ん
で
す
。
そ
こ
で
私
は
奉

仕
の
心
と
い
う
も
の
は
、
感
謝
の
実
行
だ
と
言

つ
て
お
る
ん
で
す
。
私
も
い
ま
は
非
常
に
し
あ

わ
せ
で
す
が
、
貧
乏
し
た
り
、
商
売
も
い
ろ
い

ろ
な
谷
、
山
を
越
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

大
正
十
二
年
の
九
月
一
日
の
大
震
災
、
こ
れ

で
私
は
子
供
二
人
と
家
内
を
な
く
し
、
財
産
は

ほ
ん
と
に
な
く
な
り
ま
し
た
。
ワ
イ
シ
ャ
ツ
一

枚
に
な
り
ま
し
た
。
三
十
一
歳
の
と
き
で
す

そ
れ
ま
で
に
相
当
、
う
け
さ
せ
て
も
ら
っ

、
、
、
、

力た
の
が
、
全
部
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

考
え
て
み
る
と
、
奉
仕
が
足
り
な
か
っ
元
ん
じ

や
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
事
業
未
仕
は
や
っ
て

い
た
つ
も
り
だ
け
れ
ど
も
ほ
か
の
奉
仕
を
や
っ

て
な
い
の
で
す
。
そ
う
か
と
い
っ
て
自
分
は
別

に
金
持
ち
に
な
っ
た
わ
け
じ
や
な
い
、
た
だ
仕

事
本
位
で
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
震
災
で

大
阪
へ
来
ま
し
た
、
そ
の
年
の
十
一
月
に
。
こ

つ
ち
に
白
分
が
や
は
り
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

義
務
が
生
じ
ま
し
て
こ
っ
ち
へ
来
た
ん
で
す
。

そ
し
て
そ
の
義
務
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
話

を
す
る
と
ま
た
長
く
な
り
ま
す
が
義
務
を
果
し

て
、
い
よ
い
よ
独
立
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
、
東
京
か
ら
弟
子
が
十
二
三
人
つ
い
て

き
ま
し
た
。
み
ん
な
独
身
で
す
。

そ
れ
で
大
阪
へ
来
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
一
年

信
用
の
蓄
積
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
つ
く

づ
く
感
じ
た
の
は
昭
和
二
十
四
、
五
年
ビ
ろ
で

す
、
ド
ツ
、
ジ
ラ
イ
ソ
と
申
し
ま
し
て
、
あ
の
と

き
一
番
困
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
に
銀
行
が

ま
あ
、
い
ろ
V
ろ
折
衝
の
結
果
「
早
川
な
ら

大
丈
夫
だ
ろ
う
」
こ
う
=
亘
盲
っ
て
く
ガ
さ
っ

九
の
で
、
と
に
か
く
生
き
返
っ
た
わ
け
で
す

ね
。
実
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

あ
の
と
き
は
松
下
君
で
も
商
売
を
や
め
よ
う

と
思
っ
た
と
、
長
V
つ
き
合
V
で
す
か
ら
、
ず

い
ぶ
ん
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
互
い
に

話
し
合
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
私
も
今
日
こ

れ
だ
け
伸
び
て
く
る
と
は
実
は
思
っ
て
V
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
は
や
っ
.
は
り
適
正
な
る
利
潤

を
分
配
す
る
と
こ
ろ
に
伸
び
が
あ
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
し
た
。
し
あ
わ

せ
と
い
う
も
の
は
や
っ
.
は
り
奉
仕
な
ん
で
す

ね
。大

体
、
奉
仕
と
い
う
も
の
は
求
め
ず
し
て
や

間
、
契
約
が
切
れ
ま
し
た
。
私
は
大
阪
で
技
師

長
と
し
ま
し
て
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
中
山

太
陽
堂
の
プ
ラ
ト
ソ
会
社
と
い
う
の
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
こ
に
私
は
譲
り
ま
し
て
、
特
許
四

十
八
、
機
械
1
焼
け
た
機
械
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
か
ら
技
術
も
す
っ
か
り
讓
っ
て
、
十
年
問

考
え
て
も
う
け
た
の
を
全
部
私
は
ゼ
ロ
に
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
弟
子
の
い
い
の
を
持
っ
て
い

る
こ
と
と
、
や
っ
.
は
り
考
え
た
経
験
を
持
っ
て

る
、
こ
れ
は
尊
い
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
す

ぐ
考
え
が
出
ま
す
か
ら
、
私
は
も
う
け
る
こ
と

は
わ
り
あ
い
早
か
っ
た
。
独
立
し
た
の
が
十
三

年
の
九
月
の
一
日
、
い
ま
の
本
社
の
と
こ
ろ
で

す
。
あ
そ
こ
を
地
主
が
坪
六
銭
で
貸
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
わ
り
は
全
部
田
圃
だ
っ
た
の
で

す
。
二
百
四
十
坪
、
坪
六
銭
で
す
か
ら
十
四
、

五
門
で
し
た
が
、
十
年
間
上
げ
な
い
か
ら
使
っ

て
く
れ
と
、
こ
う
言
う
ん
で
す
。
そ
れ
で
十
年

間
借
り
ま
し
た
。
そ
の
後
買
い
ま
し
た
け
れ
ど

も
大
阪
へ
来
て
四
十
四
年
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
ラ
ジ
オ
と
い
う
、
の
を
、
新
聞

に
出
た
だ
け
作
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
ラ
ジ
オ

は
元
祖
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
放
送
局
よ
り
私
の

ほ
う
が
古
い
。
そ
れ
か
ら
コ
ソ
、
ペ
ヤ
ー
で
流
す

こ
と
、
こ
の
中
に
ご
関
係
の
方
も
い
ら
っ
し
や

る
で
し
ょ
う
が
、
大
体
私
が
考
え
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
皆
さ
ん
に
開
放
し

ま
し
た
。
私
は
開
放
が
好
き
で
し
て
、
何
か
い

い
こ
と
を
考
え
た
ら
み
ん
な
人
に
知
ら
し
ち
ゃ

0

う
ん
で
す
ね

と
こ
ろ
が
、
機
械
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
進

だ
っ
た
ら
日
本
語
で
も
話
し
が
で
き
る
な
、
と

思
っ
た

そ
し
た
ら
あ
し
た
の
朝
来
て
く
れ
と
い
う
の

で
そ
の
翌
日
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
問
に
、

や
は
り
親
な
ん
で
t
ね
、
何
か
の
機
会
に
勘
当

し
た
け
れ
ど
も
、
日
本
か
ら
早
川
と
い
う
青
年

が
来
た
。
ラ
ジ
オ
と
い
う
も
の
は
こ
れ
か
ら
タ

イ
国
で
も
は
や
る
だ
ろ
う
と
。
む
す
こ
を
呼
び

返
し
て
私
と
取
引
を
し
た
の
で
す
。
そ
の
と
き

に
そ
の
む
す
こ
が
私
に
言
う
の
に
は
「
う
ち
の

船
や
じ
は
私
を
信
用
し
な
い
ん
だ
・
:
」
「
そ
れ

で
、
ど
ぅ
か
私
に
ま
か
せ
る
よ
う
に
お
や
じ
に

話
し
て
く
れ
」
七
盲
う
ん
で
す
。
私
は
ま
か
せ

て
も
ら
っ
て
や
っ
た
。
お
や
じ
さ
ん
は
そ
れ
か

ら
四
、
五
年
た
っ
て
死
ん
じ
や
た
ん
で
す
が
、

い
ま
そ
の
人
は
た
い
へ
ん
な
金
持
ち
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
こ
の
会
議
所
ぐ
ら
い
の
ビ
ル
を

自
分
で
持
っ
て
、
自
分
は
は
い
ら
な
い
で
み
ん

な
貸
し
て
お
り
ま
す
。
家
へ
も
行
き
ま
し
た
が

一
千
坪
も
あ
る
と
こ
へ
大
理
石
で
建
て
た
り
つ

ぱ
な
家
に
入
っ
て
ま
す
。
こ
う
な
っ
た
の
、
、

い
ま
か
ら
三
十
六
年
前
に
早
川
が
タ
イ
国
へ
来

て
く
れ
た
お
か
げ
だ
と
い
う
の
で
す
。

ま
こ
と
の
心
の
つ
な
が
ク
と
い
う
も
の
は
、

ど
こ
に
離
れ
て
お
つ
て
も
や
っ
.
は
り
つ
な
が
っ

て
お
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
ば
に
い
る
だ

け
が
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。

ま
こ
と
の
心
と
い
う
の
は
い
か
に
離
れ
て
い
て

も
つ
ら
が
っ
て
お
る
。
こ
の
ま
こ
と
の
心
の
感

謝
が
す
な
わ
ち
私
は
奉
仕
だ
七
盲
っ
て
る
。

北
海
道
で
も
そ
う
い
う
例
が
あ
り
ま
す
。
ラ

ん
で
は
お
り
立
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
ろ
は
進

ん
で
粉
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
何
し
ろ
金
が
な
く

て
、
た
だ
頭
だ
け
こ
し
ら
え
る
ん
で
す
か
ら
、

機
械
屋
か
ら
古
い
機
械
を
買
っ
て
き
て
、
考
え

て
直
し
て
使
う
ん
で
す
か
ら
た
い
し
た
こ
と
は

な
い
、
ま
あ
発
明
家
が
五
、
六
人
お
り
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
そ
れ
ほ
ど
立
派
な
も
の
じ
や
な

た
だ
、
魂
を
入
れ
た
家
庭
的
な
工
場
で
し

、
0

Lて
、
そ
こ
で
考
え
た
も
の
で
す
。
だ
け
ど
仕
事

は
新
し
い
も
の
に
次
々
と
目
を
つ
け
ま
し
た
。

、
ソ
ヤ
ー
プ
.
ヘ
ン
シ
ル
を
こ
し
ら
え
た
の
は
い
ま

か
ら
五
十
三
年
前
、
大
正
四
年
で
す
。
私
が
繰

出
鉛
筆
と
し
て
売
り
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
後

に
先
が
と
人
が
っ
て
き
た
ん
で
、
こ
れ
は
シ
ャ

ー
プ
、
か
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
シ
ャ
ー
プ
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
世
界
に
も
な
か
う
た
ん
で

す
。
い
ま
世
界
で
や
っ
て
い
る
の
は
み
ん
な
私

の
特
許
を
使
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
も
う
期

限
が
切
れ
て
お
り
ま
t
か
ら
や
む
を
得
な
い
の

で
す
。一

番
あ
り
が
た
い
と
思
う
こ
と
は
や
っ
.
は
り

よ
き
人
の
つ
な
が
り
、
ま
こ
と
の
心
の
つ
な
が

り
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
を
持
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
私
は
商
売
で
も
人
生
の
し
あ
わ
せ
と
い
う

も
の
は
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
も
う

何
人
い
て
も
い
い
け
れ
ど
も
、
あ
せ
っ
て
つ
く

ら
な
く
て
も
、
た
っ
た
一
人
で
も
よ
き
人
の
つ

な
か
り
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
は
非
常
に
あ
り

が
た
い
と
思
う
ん
で
す
。
震
災
で
ゼ
ロ
に
な
っ

た
け
れ
ど
、
よ
き
弟
子
が
お
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
よ
き
つ
な
り
で
す
。
ま
こ
と
の
つ
な
が
り

t〔
で
す
。
そ
れ
が
ず
っ
と
や
っ
て
く
れ
ま
し
て
、

全
部
で
十
人
ば
か
り
連
れ
て
き
た
。

ま
こ
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ

は
優
秀
な
人
が
多
V
で
す
な
。
会
社
で
も
そ
う

な
ん
で
す
ね
。
そ
の
か
わ
り
自
分
も
ま
こ
と
じ

や
な
い
と
ね
。
一
肩
を
た
た
い
だ
け
で
も
っ
て
人

を
使
お
う
な
ん
て
考
え
た
ら
、
こ
れ
は
駄
目
で

す
。
や
は
り
心
か
ら
真
心
を
も
っ
て
人
を
使
う

1
使
う
と
い
う
と
語
弊
が
あ
り
ま
す
が
、
と
、

に
事
業
を
や
る
以
上
は
真
心
で
な
け
れ
ぱ
い
け

ま
せ
ん
。
こ
れ
が
や
は
り
繁
栄
の
一
つ
の
基
礎

に
な
る
ん
だ
と
私
は
思
う
ん
で
す
。
で
す
か
ら

終
生
や
っ
.
は
り
真
心
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ

ろ
う
と
思
う
。
真
心
と
い
う
の
が
や
は
り
奉
仕

的
な
精
神
だ
。
奉
仕
の
心
が
な
け
れ
ば
真
心
と

い
う
の
は
統
か
な
い
の
で
す
。

私
、
こ
の
間
、
タ
イ
国
の
お
得
意
さ
ん
に
招

か
れ
ま
し
た
。
一
切
の
費
用
は
自
分
の
ほ
う
で

も
つ
か
ら
ぜ
ひ
来
て
く
れ
と
い
う
。
そ
の
上
、

タ
イ
国
の
国
王
に
も
会
わ
せ
る
と
い
う
ん
で

す
。
十
二
月
の
一
日
に
立
ち
ま
し
て
タ
イ
国
へ

行
き
ま
し
た
。
五
日
が
国
王
の
誕
生
日
で
す

か
、
誕
生
日
に
行
く
の
で
あ
れ
ぱ
私
は
何
か
記

、
、
、
、

念
に
奉
仕
を
し
た
い
か
ら
と
い
っ
て
、
わ
ず
か

ば
か
り
の
金
で
す
け
れ
ど
も
出
し
ま
し
た
。
そ

の
人
も
非
常
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
て
、
あ
か
金

の
盆
に
載
せ
ま
し
て
、
片
ひ
ざ
を
つ
い
て
中
腰

で
渡
す
ん
で
す
ね
。
廊
下
に
私
が
立
っ
て
お
り

ま
し
て
、
陛
下
が
ち
ゃ
ん
と
前
へ
来
て
、
「
い

つ
も
は
こ
の
金
を
社
会
毒
仕
に
使
う
の
だ
け
れ

ど
も
、
今
度
だ
け
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
ポ
リ

フ

q

ス
が
遠
く
へ
行
っ
て
い
る
の
で
、
帰
る
の
が
た

へ
ん
だ
か
ら
飛
行
機
を
買
っ
て
や
り
た
い
、

いそ
れ
に
使
い
ま
す
。
」
と
い
う
説
明
を
聞
い
た
。

そ
の
後
、
ほ
ん
と
ぅ
に
飛
行
機
を
二
台
つ
く

つ
て
お
り
ま
t
。
私
が
出
し
た
ん
だ
け
れ
ど

も
。
ま
あ
地
方
へ
行
き
ま
す
と
私
は
必
ず
や
っ

て
る
ん
で
す
。
奉
仕
を
や
っ
て
い
ま
す
と
実
は

こ
れ
は
非
常
に
お
か
し
な
話
で
、
商
売
に
影
響

す
る
と
い
う
と
申
し
わ
け
な
い
け
れ
ど
、
売
上

が
ず
っ
と
ふ
ぇ
る
。
タ
イ
国
で
も
非
常
に
売
上

か
ふ
ぇ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
シ
ソ
ガ
ポ
ー

ル
の
工
場
開
き
が
あ
る
の
で
、
そ
の
テ
ー
プ
を

切
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
、
い
よ
い
よ
翌

日
、
立
つ
七
言
い
ま
し
た
ら
、
そ
の
お
得
意
さ

ん
が
そ
の
晩
に
大
き
な
宴
会
を
や
っ
て
く
れ
ま

し
ナそ

し
て
そ
の
お
得
意
さ
ん
が
「
こ
こ
に
い
る

早
川
が
い
ま
か
ら
三
十
六
年
前
に
来
て
く
れ
た

の
で
、
今
の
私
の
命
が
あ
る
」
と
言
う
の
で

す
。
三
十
六
年
前
私
が
三
十
四
五
才
の
頃
ラ

シ
オ
の
ま
だ
で
き
た
て
の
折
タ
イ
国
へ
行
っ
た

の
で
す
。
ど
ぅ
い
う
こ
と
か
と
申
し
ま
す
と
、

そ
の
お
得
意
さ
ん
が
親
か
ら
勘
当
を
受
け
て
た

の
で
す
。
当
時
そ
の
人
は
、
二
十
四
歳
で
あ
っ

た
。
こ
と
し
は
六
十
一
歳
で
す
。
勘
当
し
た
そ

の
人
の
お
と
ぅ
さ
ん
の
店
に
私
が
飛
び
込
ん
だ

わ
け
で
す
。
タ
イ
国
で
す
か
ら
た
い
し
て
い
い

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
大
き
な

店
で
し
た
。
な
ぜ
飛
び
込
ん
だ
か
と
申
し
ま
す

と
、
日
本
の
自
転
車
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
宮

田
自
転
車
な
ど
を
売
っ
て
い
ろ
ん
で
す
。
こ
、
〕

t
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シ
オ
が
で
き
ま
し
て
四
五
年
た
っ
た
頃
大

阪
の
業
者
と
東
京
の
業
者
と
共
同
で
貨
車
十
両

借
り
切
っ
て
、
北
海
道
で
巡
回
見
本
市
を
や
り

ま
し
た
。
ま
だ
北
海
道
は
ラ
ジ
オ
が
始
ま
っ
て

な
い
も
ん
で
す
か
ら
私
は
非
常
に
困
り
ま
し

ナ
な
ぜ
か
と
申
し
立
す
と
、
自
分
の
商
品
だ
け

じ
や
な
い
、
北
海
道
へ
行
く
の
で
あ
れ
ば
こ
れ

を
売
っ
て
く
れ
と
、
み
ん
な
か
か
ら
頼
ま
れ
て

る
ん
で
す
。
そ
れ
が
重
た
い
乾
電
池
な
ん
で

す
。

い
ま
自
動
車
に
使
っ
て
る
A
バ
ッ
テ
リ
ー
、

あ
れ
が
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
す
の
に
要
る
時
代
で
し

た
か
ら
。
そ
れ
か
ら
電
線
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が

私
が
あ
る
時
計
屋
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
き
ま
し

た
ら
み
ん
な
買
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
七
盲
っ

て
、
値
切
ら
な
い
で
全
部
を
現
釡
で
買
っ
て
く

れ
た
の
で
す
。
お
つ
き
合
し
も
何
も
な
い
ん
で

す
か
ら
ね
。
こ
れ
に
は
私
は
非
常
に
感
激
し
ま

し
て
ね
。
そ
れ
か
ら
そ
の
人
と
ず
っ
と
真
心
の

つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。
「
早
川
さ
ん
が
も

し
電
気
を
や
め
た
ら
、
私
の
と
こ
は
全
部
や
め

ま
す
」
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
方

は
昨
年
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
人
は
非
常

に
大
き
な
地
所
を
持
っ
て
た
ん
で
す
。
デ
。
ハ

1

ト
も
二
軒
持
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
人
が
戦
争
が
終
わ
っ
た
と
き
に
、
財
産

税
が
要
る
の
で
、
お
金
に
非
常
に
困
っ
た
。
そ

う
い
う
人
だ
か
ら
借
り
た
り
な
ん
か
す
る
こ
と

は
き
ら
い
な
ん
で
す
ね
。
い
い
日
那
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
堅
い
人
で
す
か
ら
。
そ
れ
で
そ
の

人
か
ら
私
の
と
こ
へ
ラ
ジ
オ
の
注
文
が
き
た
ん

で
す
。
私
は
マ
ル
公
で
売
る
ん
で
す
。
当
時
は

大
阪
市
内
で
も
倍
に
売
れ
た
ん
で
す
ね
。
私
は

ヤ
ミ
を
や
る
の
は
き
ら
い
で
す
か
ら
ヤ
ル
公
で

き
ち
っ
と
出
し
た
ん
で
す
。
原
料
は
ヤ
ミ
で
買

う
ん
で
す
。
清
け
な
い
話
で
す
が
、
北
海
道
か

ら
は
汽
車
に
一
.
は
い
で
も
二
は
い
で
も
送
っ
て

く
れ
と
い
う
ん
で
す
。
二
は
い
送
り
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
、
駅
で
全
部
売
れ
た
。
何
で
も
持

つ
て
い
け
ば
す
ぐ
売
れ
た
時
代
で
す
。
全
部
現

金
で
大
変
高
く
売
れ
た
ん
で
す
。
汽
車
に
ひ
と

つ
も
手
を
か
け
な
し
う
ち
に
売
っ
ち
ゃ
っ
た
と

い
う
ん
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
私
に
非
常
に
感
謝

し
て
ま
す
。
そ
れ
は
私
は
前
に
北
海
道
へ
行
っ

た
と
き
に
全
部
君
の
を
買
っ
て
あ
げ
よ
う
と
言

つ
て
く
れ
た
そ
の
ご
恩
に
対
し
て
、
私
は
返
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
し
、
つ
ま
り
感
謝
を
実
行
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
向
こ
う
で

は
素
仕
で
し
て
く
れ
た
と
思
っ
て
る
ん
だ
か
ら

非
常
に
感
謝
し
て
ま
す
が
、
私
は
前
に
そ
う
い

う
こ
と
も
あ
る
か
ら
感
謝
し
て
返
し
ま
し
た
。

私
が
北
海
道
に
店
を
出
そ
う
と
し
た
と
き
、

自
分
の
家
を
開
放
し
て
、
全
部
改
装
し
て
無
料

で
三
年
間
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
に
助

け
て
も
ら
っ
た
か
ら
と
一
言
う
け
ど
、
私
は
初
め

に
助
け
て
、
ら
っ
た
。
二
度
目
は
私
が
返
し
た

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
向
こ
う
は
助
け
て

も
ら
っ
た
と
思
っ
て
る
。
こ
う
ゆ
う
よ
き
人
の

つ
な
が
り
と
い
う
も
の
は
絶
対
に
し
あ
わ
せ
が

お
互
い
に
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
い
ま
私
は
、
何
十
万
人
い
る
か
わ
か

、L

り
ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
い
い
つ
な
が
り
だ
と
思

つ
て
お
り
ま
す
。
会
わ
な
く
て
も
心
の
つ
な
が

り
と
い
う
、
の
は
通
じ
る
も
ん
だ
と
い
う
こ
と

を
私
は
感
じ
ま
し
た
。

今
度
栃
木
で
工
場
を
建
て
ま
し
た
。
私
は

塩
原
で
朝
帰
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
女
中
が
手
紙

を
持
っ
て
き
た
。
あ
け
た
ら
お
金
が
入
っ
て

る
。
初
め
て
泊
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
私
は
知
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
向
こ
う
は
私
の
こ
と
を

知
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
私
が
身
体
障
害
老
に

対
す
る
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
る
と
い
う
こ

と
を
、
「
ど
ぅ
か
少
し
で
す
け
ど
身
体
障
害
者

の
お
役
に
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
。

旅
館
で
女
中
が
私
に
く
れ
た
ん
は
実
は
初
め
て

な
ん
で
す
ね
。
女
中
だ
と
思
っ
て
る
の
が
こ
っ

ち
の
錯
覚
な
ん
で
す
。
女
が
く
れ
た
と
思
っ
て

た
ら
一
人
は
男
ら
し
か
っ
た
。
そ
れ
は
あ
と
で

わ
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
私
は
、
も
ら
っ

て
帰
る
わ
け
に
い
か
な
い
が
、
非
常
に
感
激
し

た
か
ら
、
そ
こ
の
支
配
人
を
呼
ん
で
、
お
た
く

に
は
非
常
に
い
い
心
が
け
の
人
が
い
る
。
こ
れ

を
続
け
て
も
ら
い
た
い
。
き
ょ
う
の
お
金
は
私

か
も
ら
っ
て
帰
ら
な
い
。
私
が
足
し
て
あ
げ
よ

う
と
い
っ
て
小
ノ
し
足
し
ま
し
て
、
ど
ぅ
か
手
近

か
な
と
こ
ろ
で
奉
仕
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

近
隣
を
愛
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
那
須
に
は
療

養
所
が
あ
る
。
私
の
名
前
を
出
さ
な
い
で
、
女

中
さ
ん
ー
ど
こ
ま
で
も
私
は
女
中
さ
ん
だ
と
思

つ
て
た
も
ん
だ
か
ら
、
女
中
さ
ん
の
名
前
で
寄

付
し
て
も
ら
い
た
い
七
言
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

あ
と
か
ら
、
 
Y
園
と
V
う
と
こ
ろ
へ
寄
付
し
た

と
い
う
通
知
が
来
ま
し
た
。

私
は
帰
っ
て
か
ら
す
ぐ
に
、
私
の
出
し
て
る

本
と
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ソ
シ
ル
を
送
っ
て
あ
げ
た

ん
で
す
。
や
っ
.
は
り
奉
仕
す
る
と
返
る
と
い
う

こ
と
を
始
終
言
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
。

社
員
の
教
育
上
、
幹
部
の
人
は
や
っ
.
は
り

未
仕
の
心
を
み
ん
な
で
お
互
い
に
実
行
し
合
っ

た
ら
良
い
と
思
う
ん
で
す
。
今
朝
か
ら
、
私
の

と
こ
ろ
で
課
長
の
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
t
が

私
は
こ
う
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
自
分
の

出
世
を
考
え
る
よ
り
部
下
の
出
世
を
考
え
て
や

つ
た
ら
自
分
が
出
世
す
る
。
ま
ず
部
下
を
よ
く

す
る
こ
と
を
み
ん
な
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

会
社
で
も
、
自
分
の
会
社
だ
け
よ
く
な
っ
て
、

同
業
者
が
つ
ぶ
れ
て
も
い
い
と
云
う
よ
う
な
考

え
で
あ
れ
ぱ
そ
の
会
社
は
繁
栄
し
ま
せ
ん
。
や

は
り
同
業
老
の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
や
る
。
と

て
も
、
何
で
も
か
ん
で
も
相
手
に
提
供
し

て
し
ま
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
手
が
つ

ぶ
れ
て
も
自
分
の
緑
う
さ
え
も
う
か
れ
ぱ
い

い
、
自
分
さ
え
繁
栄
す
れ
ば
い
い
と
い
う
よ
う

な
考
え
で
し
た
ら
、
早
川
で
も
今
日
こ
う
な
っ

て
は
お
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
自
分
が
自
分
の

か
わ
り
の
課
長
を
つ
く
る
研
究
を
し
な
さ
い
、

真
心
だ
、
ほ
か
に
何
に
も
な
い
、
真
心
を
も
っ

て
や
る
、
つ
ま
り
心
づ
か
い
で
t
ね
、
そ
う
し

て
部
下
を
ど
ん
ど
ん
よ
く
し
て
い
く
。
そ
う
す

る
と
や
が
て
部
下
の
課
長
が
で
き
れ
ば
課
長
は

部
長
に
な
る
で
し
ょ
う
。
部
長
は
、
下
を
よ
く

し
て
、
そ
し
て
会
社
の
健
全
な
る
発
展
の
た
め

に
努
力
す
れ
ば
今
度
は
重
役
に
な
る
で
し
ょ

う
。
や
っ
.
は
り
事
業
は
、
皆
さ
ん
は
も
う
わ
か

り
切
っ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
け
ど
も
、
何
と

て
亀
人
な
ん
で
す
ね
。
や
は
り
み
ん
な
人

か
し
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
。
人
の
お
か
げ
な

ん
で
す
。
自
分
の
力
な
ん
て
ほ
ん
の
わ
ず
か
で

す
。
そ
れ
を
思
う
と
、
こ
れ
を
返
す
と
い
う
こ

と
が
奉
仕
で
す
。
感
謝
で
す
。
こ
れ
を
返
し
て

い
る
か
ら
ま
た
戻
っ
て
く
る
。
返
す
か
ら
み
ん

な
や
っ
て
く
れ
る
ん
だ
と
私
は
思
う
ん
で
す
。

私
は
実
は
そ
う
い
う
考
え
で
ず
っ
と
や
っ
て
き

た
ん
で
す
。
こ
の
間
も
雑
誌
屋
さ
ん
が
来
ま
し

て
、
ど
ぅ
し
て
も
早
川
に
聞
い
て
く
れ
と
い
っ

て
、
き
ま
し
た
。
ど
ぅ
や
れ
ば
大
き
な
金
か
で

き
る
か
、
こ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で
す
が
、
な
か

な
か
む
つ
か
し
い
こ
と
で
す
。
私
は
答
え
ま
し

た
。
「
ま
ず
与
え
る
こ
と
を
先
に
や
り
な
さ 1

t
、

1

〔
、

与
え
な
け
れ
ぱ
入
り
ま
せ
ん
。
た
だ
理
屈

いは
そ
れ
だ
け
で
す
。
」
と
話
し
ま
し
た
。
経
営

者
が
そ
う
V
う
こ
と
を
言
っ
て
く
る
ん
で
す
。

大
き
な
金
を
分
け
る
よ
り
、
適
正
な
利
潤
を
あ

げ
て
分
け
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
入
っ
て
く
る
。

そ
れ
の
積
み
重
ね
だ
と
、
私
は
こ
う
い
う
ん
で

す
。奉

仕
は
、
奉
仕
の
心
だ
け
で
は
い
け
な
い
ん

で
す
ね
。
実
行
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
毒
仕
の

実
行
、
こ
れ
は
始
め
に
申
し
ま
し
た
五
種
類
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
労
力
で
、
何
で
も
い
い
ん
で

す
。
心
で
も
愛
単
、
何
で
も
い
い
、
十
人

に
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
、
十
人
か
ら
感
謝
を
受

け
主
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
も
う
た
い
へ
ん
な
利

益
で
す
ね
。
別
に
お
金
を
出
し
た
か
ら
お
金
を

く
れ
る
わ
け
じ
や
な
い
け
ど
も
、
何
と
な
く
こ

れ
が
だ
ん
だ
ん
積
み
重
な
っ
て
、
た
い
へ
ん
な

も
ん
で
す
。

私
は
東
京
で
震
災
に
あ
う
ま
で
は
奉
仕
な
ん

て
全
然
知
ら
な
か
っ
た
。
震
災
が
あ
っ
た
と
き

に
全
国
か
ら
助
け
が
来
ま
し
た
。
東
京
じ
ゅ
う

焼
け
野
原
で
、
十
何
万
人
も
死
に
ま
し
た
。
私

は
勝
ち
気
で
す
か
ら
、
絶
対
に
人
の
同
情
を
受

け
な
い
。
自
分
の
力
で
や
る
と
い
う
ん
で
、
私

は
受
け
ま
せ
ん
が
、
全
国
か
ら
の
助
け
が
あ
っ

た
。
ど
ろ
だ
ら
け
の
お
む
す
び
、
私
も
一
つ
食

べ
ま
し
た
が
、
ジ
ャ
リ
、
ジ
ャ
リ
し
て
る
。
そ
れ

で
も
み
ん
な
取
り
つ
こ
し
て
食
べ
た
。
こ
れ
は

皆
さ
ん
が
奉
仕
し
て
く
れ
た
お
米
た
ん
で
す
。

私
は
こ
れ
を
見
て
心
を
打
た
れ
ま
し
て
、
そ
れ

か
ら
大
阪
へ
来
て
、
一
番
最
初
に
私
が
毒
仕
を

始
め
た
の
は
峰
山
の
地
震
な
ん
で
す
。
峰
山
に

は
た
い
へ
ん
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
も

う
三
十
何
年
た
ち
ま
す
ね
。

私
は
そ
の
と
き
に
、
四
ツ
橋
に
木
村
屋
と
い

う
パ
ソ
屋
で
カ
タ
.
ハ
ソ
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
、

背
負
え
る
だ
け
背
負
い
そ
れ
か
ら
、
た
く
さ
ん

船
金
は
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
一
円
の
札
を
持

ち
ま
し
て
、
そ
し
て
つ
ぶ
さ
れ
た
家
や
テ
ソ
ト

の
中
に
人
が
い
た
ら
、
そ
っ
と
そ
こ
へ
置
い
て

き
ま
し
た
。
い
ま
だ
か
ら
披
露
し
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
う
す
る
と
自
分
自
身
の
気
持
ち

が
よ
ろ
し
い
か
ら
、
こ
れ
は
素
仕
と
い
う
こ
と

は
い
い
こ
と
だ
、
と
思
う
て
そ
れ
で
始
め
た
ん

で
す
。私

は
自
分
で
素
仕
が
で
き
る
お
金
が
二
百
万

ビ
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
こ
の
ビ
ろ
方
々
か
ら

送
っ
て
参
り
ま
す
。
共
鳴
者
の
な
か
で
、
ア
メ

り
力
か
ら
毎
年
十
万
円
ず
つ
送
つ
て
く
る
人
も

い
る
ん
で
す
。
余
分
な
収
入
が
私
ま
た
あ
る
ん

で
す
。
そ
れ
は
一
切
使
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら

も
し
奉
仕
す
る
必
要
な
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
な

ら
ぱ
、
一
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ら
送
り
ま
す
。
私

の
と
こ
は
秘
書
課
に
 
7
-
コ
ニ
コ
函
」
と
い
う

の
が
置
い
て
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
中
に
お
金
が

入
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
方
々
へ
送
っ
て
い

1、
(

1
ま
す
。
大
き
な
金
は
送
り
ま
せ
ん
。
ど
ぅ
ぞ
ご

遠
慮
な
く
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
喜
ん

で
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
自
分
に
金
が
余
っ
て
る
よ
う
な
話
を
す

る
と
、
よ
く
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
ち
ょ

つ
と
ぅ
ち
の
隣
の
八
百
屋
が
困
っ
て
る
か
ら
一

万
五
千
円
貸
し
て
や
っ
て
く
れ
な
ん
て
、
そ
ん

な
こ
と
を
言
っ
て
く
る
の
が
あ
る
か
と
思
う
と

背
広
が
買
い
た
い
か
ら
何
万
円
貸
し
て
く
れ
と

か
言
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
の
は
私
は
一
切
貸

し
ま
せ
ん
。
本
を
送
っ
て
や
り
ま
す
。
そ
し
て

ち
ょ
つ
と
注
意
し
て
や
り
ま
す

0

中
に
は
乞
食
で
も
っ
て
お
金
を
持
っ
て
き
た

人
が
い
る
ん
で
す
。
五
百
円
札
を
、
腹
巻
き
へ

巻
い
て
し
わ
だ
ら
け
の
札
を
、
自
分
は
も
う
年

と
っ
て
お
金
は
要
ら
な
い
、
社
長
さ
ん
使
っ
て

く
だ
さ
い
と
言
っ
て
持
っ
て
き
た
人
が
あ
り
ま

す
。私

は
感
激
し
ま
し
て
ね
、
こ
う
い
う
心
の
人

が
い
る
ん
な
と
思
っ
て
ち
ょ
う
ど
ラ
ク
ダ
の
シ

ヤ
ツ
と
モ
モ
ヒ
キ
を
よ
そ
か
ら
い
た
だ
い
た
の

が
私
の
そ
ぱ
に
置
い
て
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
秘

書
に
、
こ
れ
を
上
げ
て
く
れ
と
い
っ
て
上
げ
ま

し
た
。
五
百
円
で
ラ
ク
ダ
の
シ
ャ
ツ
の
上
下
は

買
え
ま
せ
ん
が
、
そ
の
人
は
奉
仕
す
る
と
戻
る

と
話
し
た
わ
け
ご
や
な
い
け
ど
も
、
ほ
ん
と
に

奉
仕
の
心
で
来
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
百
万

円
持
っ
て
き
た
人
が
あ
る
。
い
な
か
の
お
じ
い
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さ
ん
で
、
百
万
円
、
た
い
へ
ん
な
金
で
す
な
。

私
は
そ
の
人
は
全
然
知
ら
な
い
。

そ
の
人
は
自
分
の
名
前
は
出
し
た
く
な
い
か

ら
、
ど
ぅ
か
社
長
さ
ん
、
何
か
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
と
言
っ
て
、
そ
れ
で
、
ど
ぅ
い
う
と
こ
ろ

に
や
っ
た
ら
い
い
で
す
か
と
聞
い
た
ん
で
す
。

そ
し
た
ら
、
北
海
道
が
た
い
へ
ん
困
っ
て
る
よ

う
で
す
か
ら
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
、
こ
う
一
言

う
ん
で
す
。

そ
れ
じ
や
、
北
海
道
は
電
気
の
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
よ
う
だ
か
ら
、
そ
こ
へ
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ

ー
ラ
ジ
オ
を
送
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
、
す
ぐ
会

社
へ
二
百
台
注
文
し
ま
し
た
。
百
五
、
六
十
万

す
る
も
の
だ
け
ど
、
二
百
台
す
ぐ
道
庁
の
民
政

部
の
ほ
う
へ
送
り
ま
し
た
。
や
は
り
百
二
十
通

ば
か
り
受
取
り
が
来
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
で
五

十
二
通
が
返
事
が
来
た
ん
で
、
私
は
す
ぐ
「
私

と
事
業
」
と
い
う
の
を
送
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
し
ば
ら
く
し
ま
し
て
、
ア
ズ
キ
、
豆
、
煉

製
そ
れ
か
ら
十
三
に
な
る
子
が
彫
刻
し
た
と

て
サ
ケ
な
ん
か
を
彫
っ
て
送
っ
て
き
た
。

ほ
ん
と
に
生
き
た
サ
ケ
み
た
い
に
う
ま
い
も
の

で
t
。
そ
う
い
う
も
の
を
た
く
さ
ん
送
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
困
り
ま
し
た
ね
。
カ
タ
ク
リ

粉
な
ん
か
自
分
で
つ
く
つ
た
も
の
だ
と
い
っ
て

大
き
な
袋
に
二
は
い
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
に

食
え
や
し
ま
せ
ん
わ
ね
。
(
笑
声
)
病
院
へ
一

袋
あ
げ
ま
し
た
。

お
金
は
そ
の
百
姓
の
船
じ
V
さ
ん
が
出
し
て

く
れ
た
ん
で
、
私
は
そ
れ
で
、
つ
て
会
社
の
も

の
を
買
っ
て
送
っ
た
ん
で
す
。
私
は
本
と
少
し

ば
か
り
の
お
金
を
送
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

戻
り
が
多
い
か
ら
せ
ひ
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
わ
け
じ
や
な
い
で
す
け
ど
ね
。
で
す
か

ら
会
社
の
人
で
も
み
ん
な
喜
ん
で
ま
す
。
船
や

じ
さ
ん
が
使
い
過
ぎ
た
り
し
て
知
れ
た
ん
じ
ゃ

こ
れ
は
み
ん
な
喜
び
ま
せ
ん
が
、
同
じ
金
を
使

い
ま
し
て
も
、
奉
仕
に
使
う
も
の
で
あ
れ
ぱ
社

員
は
み
ん
な
喜
ん
で
ま
す
な
。

そ
れ
か
ら
、
仕
事
も
や
っ
.
は
り
奉
仕
の
心
が

な
か
っ
た
ら
、
ま
こ
と
の
心
が
な
か
っ
た
ら
い

い
仕
事
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
伸
び
る
こ
と
も

で
き
な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。
真
心
で
仕
事
を

す
る
、
真
心
と
い
う
の
は
私
は
奉
仕
だ
と
言
っ

て
る
ん
で
す
。
真
心
で
仕
事
す
る
こ
と
が
未
仕

だ
。
計
算
上
で
な
い
ん
だ
か
ら
、
ほ
ん
と
の
心

で
や
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
そ
う
V
う
人
は
や
っ

ぱ
り
だ
ん
だ
ん
伸
び
て
い
き
ま
す
。

私
は
毎
年
一
回
、
壺
坂
寺
に
行
き
ま
す
。
皆

さ
ん
ご
承
知
が
ど
ぅ
か
、
壺
坂
寺
に
盲
人
の
お

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
施
設
が
ご
ざ
い
ま

す
。
身
寄
り
の
な
い
人
百
六
人
預
か
っ
て
ま

す
。
五
、
六
年
も
前
の
こ
と
で
す
が
こ
の
鉄
筋

の
建
物
が
で
き
ま
し
た
折
に
電
話
が
か
か
っ
て

き
ま
し
て
、
社
長
さ
ん
、
来
る
ん
だ
っ
た
ら
テ

レ
ビ
を
持
っ
て
き
て
く
れ
と
い
う
。
私
は
盲
人

の
人
が
テ
レ
ビ
を
見
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
見
た
い
と
言
う
ん
で
す
。
そ
れ
で
テ
レ

ビ
を
持
っ
て
い
き
立
す
と
や
っ
.
は
り
テ
ン
ビ
を

見
て
る
ん
で
す
。
目
が
見
え
な
く
て
も
テ
レ
ビ

の
前
に
ず
っ
と
い
る
何
と
な
く
心
で
見
え
る
と

い
う
ん
で
す
。

そ
こ
へ
行
く
と
実
に
胸
が
打
た
れ
ま
す
な
。

毎
年
私
は
五
月
に
な
る
と
行
き
ま
す
。
こ
と
し

も
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
東
京
か
ら
清
元
の
名

人
、
こ
れ
は
女
の
人
で
六
十
近
い
人
で
す
が
、

三
年
間
来
て
ま
す
が
ね
、
一
ぺ
ん
行
き
ま
し
て

帰
っ
て
か
ら
の
気
分
が
実
に
ょ
か
っ
た
。
行
か

ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど
ぅ
か
連
れ
て
い
っ
て

く
れ
と
い
っ
て
く
れ
と
い
っ
て
私
の
と
こ
へ
来

る
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
義
太
夫
と
琵
琶
が
来
た
。
甕
琶
と

い
う
の
は
も
う
す
た
れ
か
か
っ
て
る
だ
ろ
う
と

思
っ
た
ら
、
や
っ
.
は
り
六
人
来
ま
し
た
。
そ
し

て
筑
前
琵
琶
を
み
ん
な
に
聞
か
し
た
。
そ
こ
へ

行
き
ま
し
て
半
日
遊
ん
で
く
る
ん
で
す
。
こ
う

い
う
こ
と
を
お
や
り
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

ほ
ん
と
に
健
康
に
も
い
い
ん
じ
や
な
い
か
と
思

う
ん
で
す
ね
。

私
、
二
十
年
ば
か
り
病
気
し
ま
せ
ん
が
、
や

つ
.
は
り
奉
仕
の
心
に
な
っ
て
、
奉
仕
の
実
行
の

お
か
げ
だ
と
思
う
ん
で
す
。

奉
仕
と
は
、
や
は
り
自
分
が
社
会
か
ら
直

接
間
接
を
問
わ
ず
船
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を

返
す
こ
と
だ
。
そ
れ
が
私
は
奉
仕
だ
と
い
つ
も

思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
ぜ
"
人
'
を
重
視
す
る
か

企
業
を
騰
成
す
る
も
の
は
三
つ
の
M
、
す
な

わ
ち
金
(
三
O
Z
昌
)
、
物
(
三
ン
↓
男
一
ン
げ
)
、

人
(
ご
団
Z
)
の
三
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
金
(
資

本
)
も
物
(
設
備
・
原
材
料
等
)
も
人
が
使
う
も

の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ぱ
企
業
の
中
心
が
ガ

人
'
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

経
営
者
の
最
大
の
任
務
は
人
を
中
心
と
し
、

こ
れ
に
金
と
物
と
を
有
機
的
か
つ
秩
序
立
て
て

結
び
つ
け
、
労
働
老
が
気
持
ち
ょ
く
働
け
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
く
に
小
規
模
企
業
は
、
大
企
業
に
く
ら
べ

て
金
も
物
も
十
分
で
は
な
い
し
組
織
的
な
力
も

弱
い
。
そ
れ
だ
け
に
大
企
業
以
上
に
人
の
問
題

を
重
視
t
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
人
の
問
題
と
い
え
ば

①
採
用
と
定
着
1
素
質
の
よ
い
労
働
者
を
必

要
な
だ
け
採
用
し
、
か
つ
長
く
定
着
さ
せ

る
こ
と
。

②
能
率
の
向
上
1
能
率
の
高
い
労
働
者
に
育

て
あ
げ
る
こ
と
。

③
労
働
態
度
1
仕
事
に
対
し
誠
実
で
熱
券

あ
る
労
働
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
を
効

果
的
に
行
な
う
の
が
人
事
・
労
務
管
理
で
あ
る
。

労
働
力
構
造
の
変
化

経
済
の
高
度
成
長
に
と
も
な
い
、
現
在
、
労

働
力
儁
造
が
急
激
に
変
化
し
つ
つ
ぁ
る
。
そ
れ

は
端
的
に
い
う
て
「
人
手
不
足
・
高
賃
金
時
代

へ
の
移
行
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も

そ
の
構
造
変
化
は
、

①
労
働
力
需
給
の
引
き
締
ま
り
(
若
年
層
お

よ
び
技
術
者
・
技
能
者
を
中
心
と
し
た
人

手
不
足
の
深
刻
化
)
。

②
就
業
者
年
令
構
成
の
上
昇
。

③
労
働
力
給
源
の
変
化
(
農
村
労
働
力
の
枯

渇
、
婦
人
労
働
力
の
進
出
)
。

義

員
異
動

、
電

'

、
、

f
1

、

住
友
銀
行
奈
良
支
店
長
長
田
幸
雄
氏
御
栄
転

に
伴
な
い
糸
谷
精
己
氏
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

従
っ
て
糸
谷
精
己
氏
が
議
員
と
な
ら
れ
ま
し

(
四
三
・
六
・
八
)

0

た

,
、
M

{
④
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
の
増
大
(
進
学
率
の
な
ど
が
指
摘
で
き
ょ
う
。
こ
の
厭
か
大
企
業
が

上
昇
・
監
視
労
働
・
技
能
労
働
等
の
増
加
。
)
中
小
企
業
分
野
に
進
出
す
る
と
か
、
下
請
け

⑤
労
働
力
の
都
市
集
中
化
(
第
三
次
産
業
へ
系
列
の
再
編
成
が
促
進
さ
れ
る
と
か
、
構
造
変

の
流
入
)
。

化
は
極
め
て
幅
広
く
進
展
す
る
こ
と
を
知
る
必

な
ど
、
か
な
り
多
様
的
で
あ
る
。
し
か
し
若
年
層
要
が
あ
る
。

お
よ
び
技
術
者
・
技
能
者
の
人
手
不
足
を
中
心
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
は
産
業
再
編
成
(

と
し
、
い
ず
れ
も
賃
金
そ
の
他
の
労
働
条
件
を
新
し
い
秩
庄
つ
く
り
)
と
企
業
合
理
化
(
生
産

押
し
あ
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

性
向
上
)
に
積
極
的
に
と
り
く
む
以
外
に
あ
る

し
か
も
企
業
力
の
弱
い
小
規
模
企
業
に
な
れ
ま
い
。

ば
な
る
ほ
ど
、
人
手
不
足
・
賃
金
上
昇
の
影
響
生
産
性
向
上
の
た
め
の
諸
対
策

、
大
き
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

生
産
性
向
上
を
実
現
す
る
た
め
に
は

構
造
変
化
へ
の
対
処
策

①
労
働
生
産
性
の
向
上
(
労
働
能
率
の
向
上
)

わ
が
国
の
企
業
は
規
模
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
②
資
本
生
産
性
の
向
上
(
投
資
の
効
率
化
)
。

い
ま
「
構
造
変
化
に
ど
ぅ
対
処
す
る
か
」
と
い
③
労
働
装
備
率
の
引
き
上
げ
(
機
械
化
の
促

う
重
大
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
構
造

進
)
。

変
化
へ
の
対
処
策
を
確
立
で
き
な
い
よ
う
な
企
の
諸
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

業
は
、
や
が
て
脱
落
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
。

小
規
模
企
業
の
人
の
扱
い
方
・
育
て
方

産
経
新
聞
需
委
員
大
場
鐘
作

し
か
し
小
規
模
企
業
で
は
新
規
投
資
や
機
械

で
あ
ろ
う
。

化
の
余
力
が
十
分
に
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
労

構
造
変
化
は
産
業
企
業
の
あ
ら
ゆ
る
部
面
で

進
展
し
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る

働
能
率
の
向
上
に
対
策
の
重
点
が
お
か
れ
る
こ

と
も
や
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
労
働
能

と
。

率
の
向
上
は
「
労
働
力
を
効
果
的
に
使
う
こ
と
」

①
過
当
競
争
久
止
業
の
収
益
性
を
低
下
さ
せ

と
「
労
働
意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
」
に
ょ
っ
て
達

る
)
。

②
開
放
体
制
(
貿
易
自
由
化
か
ら
資
本
自
由

成
さ
れ
る
。

使
用
者
の
役
割

化
へ
の
移
行
に
ょ
り
国
際
競
争
が
激
化
す

る
)
。

使
用
者
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
仕
事
の
管

③
技
術
革
新
(
従
来
の
模
倣
的
な
も
の
1
技

理
を
合
理
的
に
行
な
う
こ
と
、
つ
ま
り
仕
事
か

術
導
入
か
ら
自
主
的
な
開
発
が
要
請
さ
れ

ら
ム
ダ
、
ム
リ
、
ム
ラ
の
三
M
を
排
除
す
る
こ

る
)
。

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
①
計
画
を
た
ん
ね

鼎
市
要
構
造
の
変
化
(
新
製
品
が
登
場
す
る
)

ん
に
組
む
②
適
正
な
組
織
を
つ
く
る
③
仕
事
の

⑤
労
働
力
構
造
の
変
化
(
人
手
不
足
・
高
賃

分
担
を
合
理
的
に
行
な
う
④
た
え
ず
仕
事
の
進

金
時
代
に
移
行
す
る
)
。

行
ぶ
り
に
気
を
つ
け
、
事
情
の
変
化
に
応
じ
て

⑥
流
通
構
造
の
変
化
(
中
小
商
業
や
地
方
産

適
切
な
処
置
を
と
る
ー
な
ど
が
必
要
と
な
ろ
う

業
が
圧
迫
を
受
け
る
)
。

第
二
に
仕
事
の
割
り
当
て
方
、
進
め
方
、
手
統

t
、

(
チ
ェ
ソ
バ
ー
フ
月
号
よ
り
転
載
)

、

¥
J

1

'
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関
西
電
力
佛
奈
良
支
店
長
高
村
栄
一
氏
御
栄

転
に
伴
な
い
曽
原
一
郎
氏
が
着
任
さ
れ
ま
し

た
。
従
っ
て
曽
原
一
郎
氏
か
議
員
と
な
ら
れ

ま
し
た

(
四
三
・
六
・
ご
一
)
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.
、
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'

き
、
職
場
環
境
な
ど
を
常
に
検
討
し
、
そ
の
欠
点

を
大
胆
に
改
善
し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
あ
る

第
三
に
労
働
者
の
指
遵
と
扱
い
方
を
正
し
く

行
な
う
こ
と
。
労
働
者
の
指
遵
で
は
①
個
々
の

労
働
者
の
能
力
を
正
し
く
つ
か
む
こ
と
②
な
に

を
教
え
る
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
③
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
指
導
す
る
こ
と
。
ま
九

労
働
者
の
扱
い
方
で
は
人
間
的
な
つ
な
が
り
を

深
め
、
労
働
者
が
心
か
ら
信
頼
し
て
協
力
す
る

よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と
。

労
働
の
動
機
づ
け

労
働
者
の
意
識
調
査
な
ど
を
み
る
と
、
労
働

者
の
願
望
は
基
本
的
に
は
賃
金
と
生
活
の
向
上

で
あ
る
が
そ
の
他
に
も
①
人
間
と
し
て
扱
わ
れ

た
い
②
常
に
成
長
進
歩
し
た
い
③
何
か
を
達
成

し
た
い
④
何
か
に
貢
献
し
た
い
⑤
自
分
の
存
在

価
値
を
認
め
ら
れ
た
い
ー
な
ど
の
多
様
性
を
含

ん
で
い
る
。

使
用
者
は
こ
れ
に
十
分
に
,
こ
た
え
る
、
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は

①
労
働
条
件
の
改
善
に
熱
意
を
示
す
こ
と
、

と
く
に
将
来
へ
の
希
望
を
も
た
せ
る
こ
と

②
労
働
者
の
立
場
を
尊
重
し
人
間
的
に
は
対

等
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
で
接
す
る
こ
と
。

③
話
し
合
い
を
十
分
に
行
な
い
、
関
係
の
あ

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
せ
る
こ
と
。

④
勉
学
の
機
会
を
出
来
る
だ
け
与
え
る
こ
と

⑤
仕
事
に
誇
り
を
も
た
せ
る
こ
と
。
(
参
加

の
機
会
を
積
極
的
に
つ
く
る
こ
と
)
。

⑥
労
働
者
各
人
の
個
性
を
生
か
す
こ
と
。

な
ど
の
対
策
が
必
要
と
な
ろ
う
。

0

大
企
業
と
く
ら
べ
た
場
合
、
小
規
模
企
業
に

は
家
族
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
、
話
し
合
い
の
機

会
が
多
く
人
間
関
係
を
深
め
や
す
い
、
労
働
者

が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
や
す
く
効
果
、

目
に
見
え
や
す
い
ー
な
ど
の
長
所
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
長
所
を
十
分
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
。
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古
一
E
-

、
世
"
え
る
鰻
光
客
と
足
り
ぬ
地
元
の
サ
ー
ビ
ス

最
近
は
非
常
に
旅
行
が
は
や
っ
て
き
た
。
テ

ン
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
遠
方
の
事
清
が
手
に
と
る
よ

う
に
分
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
行
っ

て
見
た
い
と
い
う
気
持
が
一
層
強
め
ら
れ
る
の

か
も
知
れ
な
い
。
学
生
を
は
じ
め
、
家
庭
婦

人
、
年
寄
り
、
職
場
の
仲
間
、
等
々
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
旅
行
が
非
常
な
勢
い
で
増
え
て
き

ナ
と
こ
ろ
が
、
旅
行
に
行
っ
て
、
も
う
一
回
そ

こ
に
行
っ
て
見
た
い
と
い
う
か
、
行
っ
て
非
常

に
ょ
か
っ
た
、
と
感
ず
る
場
合
と
、
が
っ
か
り

す
る
場
合
と
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
観
光
客
に

与
え
る
感
じ
が
大
事
な
と
こ
ろ
だ
。
「
観
光
事

業
」
は
鉄
道
会
社
や
、
航
空
会
社
が
や
る
場
合

も
あ
る
。
旅
館
業
者
が
客
を
呼
ぶ
場
合
も
あ
る

か
、
行
っ
て
見
る
と
確
か
に
景
色
は
い
い
。
し

、
、
、
、

か
し
人
間
の
心
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
ま
た
別
の

も
の
、
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
る
。

一
口
に
い
う
な
ら
ば
、
先
ず
宿
に
着
く
。
そ
こ

で
接
待
係
に
「
こ
の
辺
で
見
る
と
こ
ろ
は
り
・
」

と
尋
ね
る
と
、
「
別
に
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は

な
い
で
す
ね
。
ど
こ
も
同
じ
で
す
よ
」
な
ん
て

<
特
別
寄
稿
>

「
ふ
る
さ
と
」
と
観
光

N
H
K
ア
ナ
ウ
ソ
サ
ー

宮
田

言
わ
れ
て
が
っ
か
り
す
る
こ
と
た
び
た
び
。
謙

虚
な
言
葉
と
し
て
受
け
と
れ
る
場
合
も
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
私
は
、
こ
れ
で
は
職
業
人
と

し
て
は
ま
ず
落
第
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
宣

伝
文
句
の
積
極
さ
と
比
較
す
る
ま
で
、
あ
る
ま

も
教
育
さ
れ
る
の
だ
と
思
う
。
こ
の
会
社
の
会

長
は
、
い
ま
で
も
訪
れ
て
は
自
ら
紙
く
ず
を
拾

つ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
う
い
う
経

営
理
念
が
大
事
だ
と
思
う
。

特
色
を
だ
し
た
い
土
産
品

ま
た
、
各
地
を
廻
っ
て
目
に
つ
く
も
の
に
士

産
口
叩
か
あ
る
が
感
心
し
な
V
も
の
が
あ
る
。
買

う
方
も
、
選
び
方
を
わ
き
ま
え
て
い
れ
ぱ
問
題

は
な
い
が
、
い
い
加
減
の
も
の
が
結
構
売
れ
る

の
だ
か
ら
客
の
方
に
、
悪
い
一
面
は
あ
る
と
思

う
。
上
げ
底
で
あ
る
こ
と
位
は
分
る
の
だ
が
、

大
き
く
て
立
派
に
見
え
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
一
貝
う
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
こ
と
は
、
や

は
り
売
る
方
も
良
心
的
に
商
売
を
し
た
方
が
、

長
い
目
で
プ
ラ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
あ

そ
こ
の
は
お
い
し
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
、
と
い

う
声
が
ひ
ろ
ま
れ
ば
し
め
た
も
の
だ
。

だ
い
た
い
士
産
品
と
い
う
も
の
は
そ
の
士
地

と
つ
な
が
っ
て
い
て
欲
し
い
、
の
。
ど
こ
へ
行

つ
て
も
ヨ
ー
カ
ン
で
は
、
甘
党
に
は
い
い
か
も

知
れ
な
い
が
、
特
色
を
出
し
て
、
ら
い
た
い
。

そ
し
て
、
店
員
さ
ん
は
、
一
人
一
人
が
観
光
協

会
長
な
の
だ
、
と
い
う
気
持
で
お
客
さ
ま
に
接

す
る
。
こ
の
讐
が
、
こ
の
接
客
態
度
が
、
実

は
物
以
上
に
印
象
が
強
い
,
お
み
や
げ
'
に
な

る
こ
と
が
、
き
っ
と
あ
る
に
違
い
な
い
。
客
は

ま
た
こ
X
を
た
ず
ね
る
で
あ
ろ
う
。

、
0

L
あ
る
い
は
ま
た
、
そ
の
観
光
地
の
窓
口
で
あ

る
は
ず
の
鉄
道
の
改
札
係
な
ど
で
も
の
を
聞
い

て
も
、
よ
く
き
て
く
れ
た
と
い
う
感
じ
を
与
え

て
く
れ
な
い
。
鉄
道
や
旅
館
の
従
業
員
と
い
う

も
の
は
、
そ
の
士
地
の
観
光
協
会
長
以
上
に
、

そ
の
仕
事
に
直
接
携
わ
る
大
事
な
人
達
だ
と
思

う
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
内
部
の
も
の
に
対
す

る
教
育
や
、
 
P
R
が
特
に
大
切
で
は
な
か
ろ
う

輝

、
0

力
九
州
宮
崎
の
青
島
近
く
に
「
子
供
の
国
」
と

い
う
遊
園
地
が
あ
る
。
こ
の
中
に
は
V
る
と
、

紙
く
ず
は
ほ
と
ん
ど
落
ち
て
い
な
い
し
、
広
告

物
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
広
止
旦
つ
な
い
。
実
に
さ

つ
.
は
り
し
て
い
る
。
お
客
さ
ま
も
気
を
つ
け
て

い
る
。
こ
れ
は
経
営
者
が
徹
底
的
に
掃
除
を
し

て
、
紙
く
ず
か
ご
、
便
所
等
の
整
備
も
し
、
き

れ
い
に
す
る
こ
と
に
努
力
す
れ
ば
、
そ
れ
に
客

と
で
、
大
事
に
し
た
い
も
の
だ
。
人
出
が
二
十

万
、
三
十
万
と
い
う
「
祭
り
」
も
多
い
。
こ
れ

は
、
観
光
の
振
興
に
も
つ
な
が
る
。
唄
や
船
ど

り
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
町
、
あ
る
。
徳

島
と
言
え
ば
「
阿
波
お
ど
り
」
で
あ
り
、
岐
阜

県
の
八
幡
町
な
ら
徹
夜
で
踊
る
「
郡
上
お
ど
り
」

で
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
ま
た
、
北
陸
の

山
中
温
泉
な
ら
「
山
中
節
」
、
北
海
道
江
差
で

ガ
、
、

は
「
江
差
追
分
」
と
い
っ
た
具
合
に
、

L
L

も
の
'
を
伝
え
る
こ
と
は
観
光
的
に
も
い
い
財

産
を
残
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
新
し
い
唄
を

作
る
こ
と
も
い
い
と
思
う
が
、
古
い
も
の
は
特

に
大
事
に
す
べ
き
だ
。
本
物
を
残
し
た
い
、
の

で
あ
る
。

N
H
K
で
現
在
放
送
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と

の
歌
ま
つ
り
」
は
、
季
節
や
、
催
し
、
の
な
ど

を
勘
案
し
な
が
ら
、
場
所
や
放
送
日
を
選
定
し

て
、
昭
和
四
十
一
年
の
四
月
か
ら
放
送
し
て
い

る
が
、
唄
や
、
お
ど
り
ば
か
り
で
な
く
、
「
新

鮮
な
風
士
の
味
合
い
を
伝
え
る
」
と
い
う
の
が

放
送
の
趣
旨
で
あ
る
。
場
所
が
き
ま
っ
て
か
ら

放
送
ま
で
に
は
三
力
月
位
の
準
備
が
必
要
で
、

プ
ロ
、
テ
ユ
ー
サ
】
が
、
地
元
の
N
H
K
の
係
と

そ
の
士
地
の
く
ら
し
を
み
聞
き
し
、
そ
こ
か
ら

生
れ
た
郷
士
芸
能
を
調
べ
、
東
京
で
話
合
い
を

行
な
っ
て
放
送
方
針
が
き
ま
る
が
、
こ
の
放
送

に
当
っ
て
は
、
各
地
の
商
工
会
議
所
の
協
力
を

願
っ
て
お
り
哀
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

饌
光
事
業
振
興
に
望
み
た
い
こ
と

最
後
に
観
光
事
業
の
振
興
に
つ
い
て
今
後
に

望
み
た
い
こ
と
は
、
第
一
に
、
関
係
の
方
々
は

自
ら
そ
の
土
地
を
愛
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
紙
く
ず
一
つ
散
ら
か

し
て
は
お
か
な
い
と
し
う
精
神
で
あ
る
。

第
二
に
、
そ
の
士
地
を
歩
き
ょ
く
知
り
、
自

分
の
責
任
で
話
を
し
て
ほ
し
い
。
や
た
ら
に
、

「
こ
う
ら
し
い
で
す
よ
」
な
ん
て
話
で
は
な

く
、
で
あ
る
。

客
は
み
ん
な
そ
の
士
地
に
期
待
を
も
っ
て
や

つ
て
く
る
も
の
だ
。
'
く
れ
ぐ
れ
も
、
そ
の
期
待

を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

る
。第

三
に
、
そ
の
士
地
の
観
光
事
業
の
振
興
に

は
、
や
は
り
独
創
性
が
ほ
し
い
。
そ
れ
に
は
、

自
分
達
の
住
ん
で
い
る
町
を
、
再
検
討
し
て
見

る
の
も
一
策
で
は
な
い
か
。
小
学
校
な
り
、
中

学
校
な
り
で
、
郷
士
の
歴
史
を
教
え
る
と
い
う

こ
と
、
い
い
と
思
う
が
、
要
す
る
に
も
う
小
ノ
し

足
元
を
見
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
安
来
節

で
有
名
な
、
島
根
県
の
安
来
市
で
は
、
中
学
校

の
卒
業
生
を
対
象
に
、
学
校
を
卒
業
す
る
前
に

安
来
節
の
講
習
会
を
開
い
て
、
安
来
節
を
身
に

つ
け
さ
せ
て
か
ら
社
会
に
送
り
だ
し
て
い
る
。

後
日
、
そ
れ
ら
の
卒
業
生
は
、
全
国
各
地
で

何
か
の
機
会
に
講
習
会
で
覚
え
た
安
来
節
を
披

露
し
、
ふ
る
さ
と
を
偲
び
、
ま
わ
り
の
者
に
は

喜
ば
れ
、
か
つ
郷
士
の
P
R
に
も
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
も
観
光
で
は
あ
る
ま
い

か
。
観
光
事
業
の
振
興
は
、
音
頭
と
り
も
大
事

だ
が
、
そ
こ
の
人
、
一
人
一
人
の
心
が
け
で
、

あ
る
。「

ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り
」
に
う
つ
し
出
さ
れ

る
日
本
の
風
土
が
、
人
情
が
、
よ
り
美
し
く
な

る
こ
と
を
、
あ
な
た
と
と
も
に
期
待
し
た
い
。
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郷
土
芸
能
と
,
ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り
0

つ
ぎ
に
、
唄
な
り
、
お
ど
り
な
り
、
郷
土
芸

能
が
最
近
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
の
は
結
構
な
こ

1

こ
ん
な
幹
部
は

辞
表
を
か
け

1
幹
部
七
つ
の
資
格
1

目
標
指
向
力

真
の
幹
部
た
り
得
る
人
に
は
、
少
な
く
と
も
七
つ
の
基
本
的

能
力
が
必
要
だ
。
こ
れ
を
欠
い
て
い
た
ら
、
現
在
の
肩
書
が
ど

う
あ
ろ
う
と
、
幹
部
の
資
格
は
な
い
人
だ
。

そ
の
第
一
の
能
力
は
目
標
指
向
力
で
あ
る
。
自
分
の
担
当
分

野
で
解
決
す
べ
き
問
題
を
質
問
さ
れ
て
、
ハ
ッ
キ
リ
し
た
返
答

の
出
来
な
か
っ
た
幹
部
は
全
部
落
第
。

自
分
か
ら
問
題
を
創
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
自
分
の
チ
エ

を
振
り
し
ぼ
ら
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
、
自
分
に
ム
リ
を
か
け
目

標
を
自
主
的
に
た
て
る
。
幹
部
は
か
よ
う
に
、
未
経
験
の
問
題

に
直
面
し
、
回
避
せ
ず
に
こ
れ
に
取
組
み
、
曲
り
な
り
に
、
達

成
し
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
自
信
を
得
さ
ら
に
未
経
験
の
問
題
に

取
組
む
と
い
う
成
長
循
環
路
線
に
乗
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

.

.

.
■
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え
、
周
密
に
き
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
部
下
に
で
き
る
こ

と
は
部
下
に
委
せ
、
部
下
に
で
き
な
い
こ
と
、
嫌
な
仕
事
、
特

に
難
し
い
仕
事
は
、
自
分
が
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
.
伝
達
能
力

自
分
の
周
囲
の
人
々
を
思
う
方
向
へ
動
か
し
て
行
く
影
響
力

で
、
問
題
を
自
分
の
視
野
か
ら
一
段
階
上
の
次
元
で
判
断
し
た

上
で
、
上
役
の
説
得
に
努
め
、
早
期
に
相
談
し
て
同
僚
の
協
力

を
求
め
、
部
下
に
対
す
る
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
。
尚
、
日

常
の
連
絡
は
即
座
に
、
小
ま
め
に
全
部
の
個
所
に
行
な
う
。

5
.
動
機
づ
け
能
力

担
当
の
仕
事
が
自
分
の
仕
事
か
会
社
の
仕
事
か
見
境
い
が
つ

か
な
く
な
る
く
ら
い
に
、
完
全
燃
焼
さ
せ
る
の
が
第
五
の
能
力

だ
。
部
下
を
燃
え
上
ら
せ
る
に
は
、
そ
の
仕
事
を
再
検
討
し
、

全
員
が
達
成
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
単
位
に
、
仕
事
を
再
編
成

す
る
と
と
も
に
部
下
全
員
に
「
や
れ
る
、
い
や
出
来
な
け
れ
ぱ

な
ら
ん
」
と
考
え
さ
せ
る
。

6
.
育
成
能
力

部
下
を
育
て
る
に
は
、
圧
殺
型
や
、
自
分
の
段
階
で
部
下
の

考
え
を
セ
キ
と
め
る
型
、
教
え
過
ぎ
の
過
保
護
型
も
ダ
メ
だ
。

日
常
の
部
下
と
の
接
触
の
機
会
を
數
育
的
に
活
用
し
て
、
仕
事

五
割
、
育
成
五
割
の
割
合
で
指
導
す
る
。
そ
し
て
、
自
分
を
含

め
て
全
員
が
不
完
全
な
人
間
で
あ
る
こ
と
を
直
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

フ
.
自
己
革
新
能
力

こ
れ
は
経
営
の
環
境
条
件
の
変
化
に
応
じ
て
幹
部
自
身
が
不

断
に
変
化
と
成
長
を
と
げ
る
能
力
だ
。
こ
の
自
己
革
新
に
必
要

な
要
件
は
、
成
長
循
環
の
路
線
に
自
分
を
の
せ
る
こ
と
、
自
分
一

の
シ
ス
テ
ム
を
設
定
し
、
自
分
の
弱
点
研
究
の
結
果
を
生
か
す

三
点
で
あ
る
。
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方
法
発
見
能
力

幹
部
は
自
分
の
問
題
の
解
決
法
を
見
つ
け
る
た
め
、
一
見
無

縁
の
現
象
の
本
質
を
見
抜
い
て
こ
れ
か
ら
連
鎖
反
応
す
る
能
力

が
必
要
だ
。
チ
エ
は
す
ら
す
ら
出
る
、
の
で
な
い
、
困
っ
た
末

苦
し
ま
ぎ
れ
に
出
る
も
の
だ
。
頭
の
底
に
こ
ぴ
り
つ
き
、
い
つ

も
思
い
出
す
宿
題
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
立
派
な
幹
部
と
は

云
え
な
い
。

組
織
能
力

第
三
の
能
力
は
組
織
能
力
で
、
人
選
能
力
と
環
境
づ
く
り
の

能
力
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
人
選
に
当
っ
て
は
多
角
的
に
考

昭和43年度■国と県の融資のしおり皿発刊にっいて
中小企業のための金融制度は、それぞれの目的にそうよう大変複雑になって

おります。そこで当所はそれらの融資条件等を総まとめにした、栞をつくり、
先般お手許にお届け致しました。御精読の上、御利用下さい。
尚、詳細につきましては本所へお問合せ下さい。
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小
規
模
小
売
店
に
関
す
る

調
査
結
果
ま
と
ま
る

通
商
産
業
省
で
峡
小
規
模
小
売
店
に
関
す

る
調
査
を
発
表
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
零
細
か
?
ぜ
い
弱
な
が
ら
も

増
加
傾
向
に
あ
る
小
規
模
小
売
業
店
の
経
営
は

何
に
、
依
存
L
て
な
り
立
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
そ
れ
は
将
来
と
も
安
定
し
て
続
く
可
能
性

を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
に
お
け
る
小
規

模
小
売
業
と
は
主
と
し
て
常
時
使
用
従
業
者
が

二
人
以
下
の
小
売
店
を
指
し
て
い
る
。

売
上
高
規
模

全
体
の
三
八
・
ニ
%
の
店
が
年
間
売
上
高
が

二
0
0
万
円
以
下
で
、
五
0
0
万
円
以
下
の
店

は
七
三
%
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
経
営
内
容
を
推
測
す
る
と

仮
り
に
売
上
高
対
総
利
益
率
を
二
五
%
(
中
小

企
業
経
営
指
標
小
売
商
平
均
)
と
す
れ
ぱ
、
ニ

0
0
万
円
の
年
商
の
店
で
五
0
万
円
、
五
0
0

万
円
の
店
で
工
云
万
円
の
荒
利
益
額
と
な
り

営
業
経
費
を
引
い
た
額
は
月
間
収
入
は
三
万
1

-
0
万
円
程
度
の
店
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

本
支
店
の
別
お
よ
ぴ
開
設
時
期

全
商
店
数
で
支
店
(
出
店
)
を
持
た
な
い
商

店
は
、
九
一
%
も
あ
り
、
各
業
種
と
も
同
様
九

0
%
台
の
商
店
が
支
店
を
持
た
ず
、
支
店
の
あ

る
本
店
は
わ
ず
か
二
・
九
%
に
過
ぎ
な
い
。

開
設
時
期
は
、
全
業
種
で
み
る
と
約
二
0
%

の
店
が
戦
前
か
ら
経
営
を
続
け
て
い
る
店
で
あ

り
、
七
六
%
が
昭
和
三
四
年
以
前
に
商
売
を
始

め
た
店
で
あ
る
。
経
営
上
の
浮
沈
が
は
げ
し
い

小
規
模
商
店
と
い
っ
て
も
四
分
三
は
営
業
経
歴

が
約
-
0
年
以
上
と
V
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

立
地
条
件

全
商
店
数
の
う
ち
、
商
店
街
以
外
の
場
所
に

存
在
し
て
い
る
商
店
は
全
体
の
二
七
・
三
%
で

主
に
住
宅
地
の
中
に
独
立
し
て
商
売
を
営
ん
で

い
る
こ
と
が
判
る
。

た
店
の
多
い
耐
久
消
費
業
に
つ
い
て
は
、
士
地

三
五
%
、
建
物
五
五
%
と
自
己
保
有
率
は
低
く

な
っ
て
い
る
。

調
査
の
内
容
か
ら
推
測
す
る
と
、
最
近
小
規

模
商
店
を
開
設
す
る
場
合
、
自
己
保
有
の
士
地

建
物
で
や
れ
る
余
地
は
少
な
く
な
り
、
同
じ
建

物
で
も
そ
の
中
に
店
舗
と
住
居
が
併
設
さ
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
、
か
多
く
、
そ
の
一
四
%
強
は
全
く

店
と
家
が
区
分
さ
れ
て
い
な
い
零
細
店
で
あ

る
。収

入
の
面
か
ら
み
る
と
、
約
六
0
%
は
世
帯

収
入
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
こ
の
小
売
業
に
依
存

し
て
い
る
専
業
者
で
あ
り
四
0
%
の
店
に
は
何

等
か
の
副
収
入
が
あ
り
内
約
二
0
%
の
店
は
こ

の
小
売
業
自
体
が
副
業
で
あ
る
。
し
か
も
約
三

0
%
の
店
は
、
家
計
と
営
業
会
計
が
全
く
区
別

さ
れ
て
お
ら
ず
、
約
一
五
%
の
店
は
ほ
ほ
こ
れ

に
近
い
店
で
あ
る
。

青
色
申
告
の
有
無
で
は
、
約
五
三
%
の
店
が

採
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
日
常
処
理
事
務
の
担

当
者
は
店
主
自
身
で
あ
る
。
ま
た
、
青
色
申
告

を
採
用
し
な
い
店
の
採
用
し
な
い
理
由
は
「
手

問
が
か
か
り
す
ぎ
る
」
こ
と
で
あ
る
。

労
務
形
態

二
人
以
下
の
従
業
者
し
か
商
売
に
た
ず
さ
力

つ
て
な
い
店
が
八
三
%
を
占
め
、
二
人
と
い
う

店
は
五
九
%
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
男
子
は
全

く
使
用
し
な
し
店
は
二
四
%
、
女
子
を
全
く
使

用
し
な
い
店
は
一
三
%
あ
る
。

従
業
者
と
営
業
主
と
の
続
柄
は
、
夫
婦
と
い

う
場
合
が
圧
倒
的
に
多
く
、
子
供
、
孫
が
手
助

け
る
店
は
二
0
%
に
満
た
ず
、
こ
と
に
他
人
を

使
っ
て
い
る
店
は
-
0
%
に
す
ぎ
な
い
。

他
人
を
使
っ
て
い
る
場
<
口
、
問
題
点
と
し
て

は
、
特
に
問
題
は
出
て
い
な
い
と
い
う
、
の
が

一
番
多
く
四
二
%
を
占
め
て
お
り
、
店
員
が
長

経
営
基
盤

小
規
模
商
店
の
経
営
基
盤
を
構
成
す
る
基
本

的
な
要
因
と
し
て
、
「
資
産
内
容
」
、
「
生
計

と
営
業
経
理
の
関
係
」
お
よ
び
「
労
務
形
態
」

の
三
つ
に
し
ぼ
っ
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

資
産
内
容

士
地
に
つ
い
て
は
四
七
%
、
建
物
に
つ
い
て

は
六
一
%
が
自
分
で
持
っ
て
営
業
し
て
お
り
、

と
く
に
戦
前
な
い
し
昭
和
三
四
年
以
前
に
開
設

し
た
店
の
多
い
雑
貨
業
は
、
自
己
保
有
率
は
士

地
に
つ
い
て
は
五
五
%
、
建
物
に
つ
い
て
は
七

三
%
と
非
常
に
高
い
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
間
の
う
ち
に
開
設
さ
れ

つ
、
づ
き
し
な
い
と
い
う
問
題
の
店
は
二
0
%
弱

で
あ
る
。

今
後
の
労
務
対
策
と
し
て
は
別
に
こ
れ
と
い

つ
た
対
策
を
考
え
て
は
い
な
い
と
い
う
店
が
一

番
多
く
、
つ
い
で
労
働
条
件
の
改
善
に
ょ
り
人

手
の
確
保
に
努
力
す
る
と
い
う
答
え
が
多
く
、

今
回
、
日
常
の
消
費
生
活
に
密
接
な
関
係
の

あ
る
生
鮮
食
料
品
等
の
小
売
業
の
近
代
化
を
は

か
る
た
め
に
、
必
要
な
設
備
資
金
を
供
給
し
、

そ
れ
に
ょ
り
国
民
の
消
費
生
活
の
安
定
と
と
、

に
、
衛
生
水
準
の
向
上
に
寄
興
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
次
の
様
な
新
し
い
貸
付
制
度
が
出
来

ま
し
た
の
で
、
精
々
御
利
用
さ
れ
る
よ
う
御
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
こ
の
貸
付
を
利
用
で
き
る
方

青
果
魚
介
須
米
毅
酒
類
、
乳
類
の
各

小
売
芙
パ
ソ
、
め
ん
麺
と
ぅ
ふ
、
水
産
練

セ
ル
フ
化
な
ど
の
経
営
努
力
の
計
画
は
み
ら
れ

流
通
近
代
化
融
資
制
度
が
誕
生

経
営
意
識
お
よ
び
態
度

経
営
基
盤
に
み
ら
れ
る
小
規
模
商
店
の
前
近

代
的
な
性
格
は
経
営
態
度
に
も
保
守
性
停
滞

性
を
、
た
ら
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
小
規

模
商
店
の
顧
客
は
固
定
客
が
大
半
で
、
②
約
三

0
%
の
店
は
、
全
く
競
争
店
に
対
し
て
対
抗
策

を
講
じ
て
船
ら
ず
、
③
約
半
数
が
問
屋
に
対
し

仕
入
の
合
理
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ま
だ
約
二
一
%
の
店
は
仕
入
の
合

理
化
努
力
を
顧
り
み
ず
、
ま
た
経
営
意
識
に
つ

い
て
も
同
様
楽
観
的
で
、
ス
ー
.
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
と
の
大
型
店
が
増
え
て
、
そ
の
圧
力
が
増

す
こ
と
を
危
倶
す
る
店
が
四
八
%
も
あ
り
な
が

ら
三
年
程
度
近
い
将
来
「
現
状
と
余
り
変
ら
な

い
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
店
が
二
五
%
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
楽
観
的
な
考
え
は
、
商
店
経
営

の
面
に
も
現
わ
れ
、
将
来
に
つ
い
て
と
く
に
計

画
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
店
が
六
二
%
も
占

め
て
い
る
こ
と
で
も
判
る
。

協
業
化
意
識

概
し
て
協
業
化
へ
の
積
極
的
意
識
峡
小
規

模
商
店
で
は
極
め
て
低
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
合

理
化
の
為
の
努
力
も
で
き
る
限
り
独
力
で
行
な

お
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
の

中
に
あ
っ
て
九
%
の
店
が
共
同
仕
入
れ
に
ょ
る

合
理
化
の
努
力
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
゛
一
、司

ラ
ソ
タ
リ
ー
チ
エ
ー
ソ
に
ょ
る
協
業
化
が
二
%

弱
で
あ
る
事
実
と
併
せ
て
、
段
階
的
に
協
業
化

へ
の
努
力
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

4
イ〔

製
品
、
漬
物
、
つ
く
だ
煮
、
煮
豆
の
各
製
造
小

売
芙
お
よ
稔
合
食
料
品
小
売
業
を
営
力
方

ニ
、
貸
付
条
件

貸
付
金
額

①
犬
 
0
0
0
万
円
ま
で

②

資
金
使
途

営
業
に
必
要
な
ほ
と
ん
ど
の
設
備
資
金
が
こ

の
貸
付
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
店
舗
の
改
装
や
建
築
従
業
員

宿
舎
の
建
築
機
械
、
什
器
の
購
入
な
ど
の

資
金
、
協
業
化
の
た
め
の
設
備
資
金
な
ど
で

駐
車
場
調
査

都
市
機
能
の
向
上
と
交
通
運
輸
の
円
滑
化
を

は
か
る
と
い
う
点
で
駐
車
場
闇
題
は
あ
ら
ゆ
る

形
で
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
所
に
お
い
て
も

今
ま
で
に
各
部
会
(
特
に
交
通
運
輸
部
会
、
商

業
部
会
、
観
光
部
会
)
で
論
議
さ
れ
て
い
る
現

状
か
ら
こ
の
実
態
調
査
を
実
施
し
た
が
、
こ
の

難
問
題
は
万
国
博
対
策
の
一
環
と
し
て
大
き
く

ク
戸
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
新
た
に
設
け

ら
れ
た
万
国
博
受
入
特
別
委
員
会
に
郭
い
て
も

駐
車
場
問
題
が
一
歩
進
ん
だ
総
合
的
な
形
で
検

討
さ
れ
て
い
る
。

当
市
が
古
都
保
存
と
い
う
建
前
か
ら
風
致
地

区
と
い
う
特
異
性
の
上
に
、
都
市
計
画
に
於
て

も
種
々
の
問
題
が
山
積
し
て
お
り
駐
車
場
問
題

は
古
都
的
背
景
の
な
か
に
む
ず
か
し
さ
が
あ

,
紅

す
。利

率
は
年
八
分
二
厘
、
七
分
七
厘
、
六
分
五

厘
の
三
本
立
で
す
。

但
し
年
七
分
七
厘
、
六
分
五
厘
の
利
率
で
融

資
で
き
る
設
備
は
別
に
定
め
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
期
間

十
年
以
内
で
す
が
、
相
談
の
上
決
め
る
こ
と

に
な
り
主
す
。

据
置
期
間

二
年
以
内
で
す
が
、
相
談
の
上
決
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

6
 
返
済
方
法

'
、
(

③
利
息

ら
み
て

る
。
従
っ
て
観
光
シ
ー
ズ
ソ
に
は
奈
良
公
園
を

中
心
に
集
ま
る
車
は
彪
大
な
数
に
な
り
、
こ
の

時
は
奈
良
市
内
の
幹
線
道
路
の
ほ
と
ん
ど
が
マ

ヒ
状
態
に
な
る
現
象
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対

処
す
べ
く
大
阪
方
面
か
ら
の
車
に
は
大
森
町
広

場
(
県
)
京
都
方
面
か
ら
の
車
に
は
ド
リ
ー
ム
ラ

ソ
ド
前
広
場
(
市
)
を
特
別
に
無
料
開
放
し
て
い

る
。
最
近
で
は
県
営
の
登
大
路
駐
車
場
(
三
、

五
二
平
方
メ
ー
ト
ル
)
が
新
設
さ
れ
緩
和
対

策
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

現
在
奈
良
市
内
に
散
在
す
る
全
駐
車
場
は
二

四
0
0
台
余
り
の
収
容
能
力
を
持
っ
て
い
る

、

奈
良
市
北
部
、
西
南
部
の
入
口
に
駐
車
場

゛
、
、
力を

設
け
、
観
光
客
は
市
内
徒
歩
方
式
も
話
題
と

な
っ
て
船
り
目
下
決
定
を
急
が
れ
て
い
る
。
奈

概
況

)(

原
則
と
し
て
月
賦
で
す
。

保
証
人

原
則
と
し
て
二
名
以
上
必
要
で
す
.

担
保

原
則
と
し
て
三
0
0
万
円
以
下
の
場
合
は
不

要
で
す
。

三
、
貸
付
の
ご
相
談
受
付
の
究
口

国
民
金
融
公
庫
及
び
当
商
工
会
議
所

四
お
申
込
の
手
続

申
込
書
提
出
ま
で
、
当
商
工
会
議
所
に
溌
い

て
ご
あ
っ
せ
ん
致
し
ま
す
。

良
バ
イ
.
ハ
ス
等
の
建
設
に
合
わ
せ
て
周
辺
の
駐

車
場
完
備
に
ょ
り
市
内
特
に
公
園
方
面
へ
の
車

の
乗
入
れ
を
な
く
し
て
い
く
方
針
で
進
め
ら
れ

て
い
る
の
が
現
段
階
で
あ
る
。

県
営
駐
車
場
五
ケ
所

毛
、
九
三
・
八
四
平
方
m
 
釡
枩
口

曼
化
会
隼
一
ケ
所

毛
台

三
0
四
・
8
 
ガ

市
営
国
鉄
駅
前
ガ
一
ケ
所

一
、
0
八
六
・
呂
ガ

晋
台

民
間
駐
車
場
乙
ケ
所

毛
、
五
呂
ガ
四
美
台

(
駐
車
場
法
第
十
二
条
に
ょ
る
届
出
駐
車
場
)

三
0
余
ケ
所

そ
の
他
駐
車
場

一
、
-
 
0
0
余
ム
ロ
。

奈
良
公
園
内
へ
の
乗
入
れ
は
漸
次
禁
止
し
て
い

く
方
針
か
ら
春
日
野
駐
車
場
は
も
と
の
グ
ラ
ソ

ド
に
復
元
さ
し
て
開
放
す
る
と
共
に
、
駐
車
は

登
大
路
駐
車
場
に
移
し
て
ゆ
ミ
周
辺
の
駐
車

場
は
奈
良
バ
イ
パ
ス
大
宮
通
り
の
完
成
と
共
に

阪
奈
道
路
方
面
は
尼
ケ
辻
、
大
宮
近
辺
。
京
都

方
面
は
ド
リ
ー
ム
ラ
ソ
ド
近
辺
。
名
阪
天
理
線

は
大
森
町
近
辺
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

市
内
の
主
な
商
店
街
や
市
場
な
ど
で
は
規
模

の
小
さ
な
も
の
や
会
社
持
ち
の
駐
車
場
が
あ
る

゛
、
、

収
容
能
力
に
は
満
た
ず
解
決
を
急
い
で
は

力い
る
が
用
地
確
保
が
困
難
で
あ
り
、
市
場
方
面

で
は
流
通
機
構
の
変
革
に
伴
っ
て
近
い
将
来
移

転
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
諸
点
に
つ
い
て
は
今
京
で
に
も
関

係
諸
官
庁
に
要
望
し
て
き
た
が
、
万
博
開
催
と

い
う
時
点
に
鑑
み
て
特
に
強
く
打
出
す
べ
く
討

議
か
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
近
鉄
地
下
乗
入
れ
、

奈
良
バ
イ
パ
ス
等
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
く

過
程
に
お
い
て
当
市
商
工
業
者
の
立
場
か
ら
、

又
市
民
の
声
と
し
て
関
係
筋
に
要
望
す
る
方
針

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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②

2

①期

間

至自
十十
月月
二十
十一
日日
ノー、ノー'、

日金

至自
十十
月月
十一
日日
ノ゛"、ノー'、

木火

組合加入と給食の申込

、、.ノ、、"ノ

①先ず組合員になって頂くために組合加入申込書
(当組合に用意)と下記の出資金及び加入金を払込ん
で下さい。

・出資金 10 10,000円(給食人員5名まで)
給食人員6名以上はお問合せ下さい。

・加入金 10,000円(加入者につき、口数に関係
なく)

※何れも一時全額払
※脱退の場合出資金の持分を計算(毎年度決算
後)して返却致しますが加入金は一切返却致しま
せん。

②申込食数は当セソター所定の配食注文書を御届け
しますので、折返し返送下さい。尚食数の変更は前
日の12時までで当日の注文、変更の受付けは致しま
せん。

.組合員外給食(員外利用)も致しております。この
場合出資金も加入金もいりませんが、朝、昼、タ
食共に1食につき5円高くなります。
.各事業所の会議、慰安会、りクリエーシ。ソ等の
御弁当特別料理(市価より2~3割安)にも応じ
ていますのでせいぜい御利用下さい。
(価格は200円以上)
(お問合せ、厨房見学を歓迎いたします)

お申込み・お問合せは、当所、又は、奈良福祉事業
協同組合(TEL@9843)に御連絡下さい。)

、、ノ、、ノ

<事業資金を必要とされるかたへの融資>
環境衛生関係の事業を営むかたが、必要な資金を調

達するのに、自己資金だけではどうしても不足すると
か、銀行その他の金融機関から思うように借りられな
いというような場合、そういうかたへの事業資金をご
融資するのがこの貸付けです
<貸付けを利用できるかた>
この貸付けを利用できるかたは次のとおりです
1 飲食店営業、喫茶店営業、食肉・食鳥肉販売業
氷雪販売業、理容業、美容業、興行場営業(映画
演劇又は演芸にかかるものに限ります。)旅館業
浴場業及びクリーニソグ業を営なみ、次のどちら力
にあてはまる力寸こ
①資本金又は出資金の総額が 1,000万円(興行場
営業及びクリーニソグ業にあっては 5,000万円)
以下の会社
②常時使用する従業員の数が50人(クリーニソク
業にあっては300人)以下の個人又は会社

2 環境衛生同業組合、環境衛生同業組合連合会なと

7

環境衛生金融公庫貸付

6 5 4

貸付けの条件
1 貸付金額①<貸付けを利用できるかた>の1に

該当するかたは1,000万円(クリーニソ
グ業を営むかたで特別の場合は 3,000
万円)までです
②<貸付けを利用できるかた>の2に

、ー、

2 資金使途

3

^

利

.、

該当するかたは3,000万円までです
設備資金及び運転資金(組合等が行う
共同購入資金)
利率は年8分2厘が基準ですが、特定
の設備資金については年6分5厘(4
年目から7分)、年7分7厘の低利で
お取扱いします

是,^

ーーーー

自

過般皆様方の御要望にこたえて、当所が設立致しま
した、「奈良給食セソター」は、あしかけ5年目を迎
え、その運営は益々好調で御利用の各事業場より好評
を博しております。
中小企業の求人難打開・事務の簡素化、諸経費の節

減等事業主、従業員共々の福利増進の為、未だ御利用
なき向は、是非御申込み下さいますよう御案内申上げ
ます。

/

4 設田金 10年以}の範囲で個々に貸付期閻
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5

奈良給食センター

御利用を

据置期問

きめることになりますが、 7年をこえ
ることができるのは設備資金のうち特
定のものに限ります
設備資金 1年以内}の範囲で個々運転資金
にきめることになりますが、設備資金
のうち特定の、のは、 1年をこえ2年
以内とすることができます
原則として月賦です
原則として1名以上必要です
法人の場合は代表者に保証人になっ
ていただき、そのほか1名以上の保証
人が必要です
担保を提供される場合は、保証人を
必要としないことがあります
必要に応じて担保を提供していただき
ます

返済方法
保証人

給食内容

イ、 1日の熱量 2,400~2,90ocal
主食の量は 1食1.3合標凖で希望により増配1コ、

、致します。
ハ、副食の献立は栄養士(2名)が行い内容は毎日変
リバラエティーに富んでいます。
、給食費'ニ

普通食朝 50円昼 80円夕 80円
昼 100円夕 100円特別食
昼 200円夕 200円幕の内弁当

但し経済状勢の変動により変更することがあります。
尚、遠距離及び1回の配達食数によっては別に運賃を
負担して頂きます。
ホ、給食費の精算
月1回毎月25日締切・・・翌月5日まで
当組合指定銀行に振込んで頂き主す。
働南都銀行本支店
奈良市信用金庫本支店

配食及配達

⑤食器、普通食・・・主食、汁入はアルミ製副食は飛リ
フ゜ロピ 1ノソ集1

特別食一・主食副食共求りプロピレン製
幕の内弁当一・求りプロピレソ製

◎御希望により食缶20人用、30人用でも御届け致し
ます、。

◎配達時間は8

又
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担 保

午前7時30分まで
正午まで
午後6時まで

各事業所の給食受渡場所まで配達致します。
@食器の返却
使用済の食器は、水洗いの上、炊回の配逹のとき
返戻下さい。その際員数不足の場合は、特別の理
由のない限り実費を頂きます。

^ず

{《_

食
食
食

朝
昼
タ

昭
和
四
十
三
年
度
秋
の

奈
良
県
交
通
安
全
運
動
実
施
要
綱
き
ま
る

県
交
通
対
策
協
議
会
で
は
今
秋
の
交
通
安
全

運
動
実
施
要
綱
を
次
の
よ
う
に
き
め
た
。
県
民

各
位
へ
の
周
知
と
協
力
を
希
望
し
て
い
る
。

1
 
目
的

こ
の
運
動
は
、
人
命
尊
重
の
見
地
か
ら
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
と
く
に
歩
行
者
の
交
通

事
故
の
絶
滅
を
目
標
と
し
て
、
す
べ
て
の
歩

行
者
運
転
者
、
運
転
者
の
一
雇
い
主
そ
の
他

道
路
交
通
に
関
係
の
あ
る
者
に
交
通
安
全
思

想
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
と
と
も
に
、
道
路

交
通
環
境
の
整
備
改
善
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

0
歩
行
者
用

さ
あ
青
だ
い
や
も
う
一
度
右
左

0
こ
ど
も
用

あ
そ
び
ま
せ
ん
こ
わ
い
く
る
ま
の

と
お
る
み
ち

6
7

区
域
奈
良
県
全
域

主
唱
奈
良
県
交
通
対
策
協
議
会

共
催
奈
良
県
交
通
対
策
協
議
会
の
構
成

関
係
機
関
団
体

実
施
目
標

こ
の
運
動
の
主
な
実
施
目
標
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

面
の
重
点
施
策
で
あ
る
歩
行
者
自
転
車

の
正
し
い
通
行
の
励
行
お
よ
び
安
全
運
転

の
励
行
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
配
慮

す
る
も
の
と
す
る
。

7
 
歩
行
者
の
正
し
い
横
断
の
励
行
と
横
断

歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
保
護
の
徹
底

イ
こ
ど
も
の
交
通
安
全
の
確
保

ウ
飲
酒
運
転
の
追
放

工
追
突
事
故
防
止
の
た
め
の
正
し
い
運
転

の
励
行

オ
士
砂
等
を
運
搬
す
る
大
型
自
動
車
の
安

全
運
転
の
確
保

力
車
両
の
完
全
整
備
の
励
行

キ
自
動
車
の
運
行
管
理
及
び
安
全
運
転
管

理
の
徹
底

ク
安
全
な
踏
切
道
通
行
の
確
保

ケ
道
路
交
通
環
境
の
整
備
敢
善

コ
交
通
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て

の
責
任
観
念
の
向
上

準
備
期
間

3
 
ス
ロ
】
ガ
ソ

0
運
転
者
用

あ
な
た
は
今
安
全
運
転
を

し
て
い
ま
す
か
。

実
施
期
間

t
、
《



昭
和
四
十
四
年
度
財
政
経
済

政
策
に
関
す
る
意
見

日
本
商
工
会
議
所
で
は
去
る
九
月
十
九
日
議

員
総
会
を
開
催
し
、
次
の
通
り
意
見
害
を
関
係

各
省
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
尚
当
所
よ

り
は
中
村
専
務
理
事
が
出
席
し
た
。

わ
が
国
経
済
は
、
昨
秋
来
の
景
気
調
整
下
に

拘
ら
、
t
高
成
長
を
続
け
、
国
際
収
支
の
改
善
を

達
成
し
た
。

今
後
の
財
政
経
済
政
策
の
日
標
は
、
経
済
界

の
健
全
な
経
済
運
営
の
態
度
を
引
続
き
維
持
し

つ
つ
、
輸
出
増
進
に
ょ
る
外
貨
準
備
の
積
み
増

し
を
は
か
り
、
安
定
成
長
を
持
続
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。

さ
ら
に
わ
が
国
経
済
は
、
第
二
次
資
本
自
由

化
、
特
恵
関
税
問
題
等
国
際
化
の
進
展
に
対
処

す
る
た
め
、
産
業
構
造
の
改
善
を
強
力
に
推
進

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
輸
出
競
争
力
、
外
資
対
抗
力
等
の

国
際
競
争
力
強
化
な
ら
び
に
中
小
企
業
の
業
種

別
種
別
雛
改
善
を
含
力
産
業
構
造
の
再
編
成

を
目
的
と
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
一

般
会
計
予
算
お
よ
び
財
政
投
融
資
や
税
制
面
に

船
い
て
、
重
点
的
積
極
的
に
考
慮
を
払
う
べ
き

で
あ
る
。

し
か
し
一
方
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
景
気

動
向
、
国
際
金
融
情
勢
等
国
際
経
済
環
境
は
な

お
不
安
定
要
因
を
抱
え
、
国
内
経
済
情
勢
も
イ

ソ
フ
レ
的
要
因
が
内
在
し
て
い
る
の
で
、
今
後

の
財
政
経
済
政
策
の
運
営
は
、
こ
の
点
に
つ

、、

て
慎
重
な
配
慮
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
明
年
度
の
財
政
経
済
政

策
に
関
し
、
次
の
如
き
意
見
を
開
陳
し
、
政
府

お
よ
び
国
会
の
適
切
な
措
置
を
要
望
す
る
次
第

で
あ
る
。

て
実
行
す
る
こ
と
。

(
税
制
改
正
意
見
は
別
途
提
出
予
定
)

硬
直
化
し
た
財
政
体
質
改
善
の
た
め
、

③
生
産
者
米
価
決
定
方
式
等
食
管
制
度
の
合

理
化
、
な
ら
び
に
中
央
地
方
を
通
ず
る
行

政
の
簡
素
化
合
理
化
等
に
ょ
る
既
定
経
費

の
整
理
節
減
を
断
行
し
、
歳
出
を
国
際
競

争
力
強
化
、
中
小
企
業
を
含
む
産
業
構
造

改
善
羚
よ
び
産
業
基
盤
強
化
の
た
め
、
重

点
的
傾
斜
的
に
投
入
す
る
こ
と
。

ニ
、
輸
出
お
よ
び
海
運
の
振
興

輸
出
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
別
途
意
見

①
書
を
提
出
す
る
が
、
そ
の
要
点
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

川
輸
出
税
制

(
1
)
現
行
の
輸
出
振
興
関
係
租
税
特

別
措
置
六
項
目
の
延
長
と
そ
の
改
善

(
1
)
輸
出
関
係
損
失
の
諸
準
備
金
制

度
の
創
設

同
輸
出
金
融

(
1
)
輸
出
入
銀
行
の
資
金
量
の
拡
充

と
融
資
条
件
の
改
善

(
Π
)
輸
出
入
銀
行
に
対
す
る
利
子
補

給
等
に
ょ
る
低
利
融
資
の
確
保

(
冊
)
中
小
企
業
輸
出
振
興
特
別
保
証

制
度
の
改
善

W

輸
出
保
険

(
1
)
輸
出
保
険
特
別
会
計
に
対
す
る

政
府
出
資
の
増
大

(
1
)
海
外
融
資
仲
介
貿
易
等
に
対

す
る
新
種
保
険
制
度
の
創
設

、

明
年
度
財
政
運
営
の
基
本
方
針

明
年
度
一
般
会
計
予
算
の
性
格
は
、
前

年
度
が
景
気
抑
制
型
で
あ
っ
た
の
に
対
し

中
立
型
と
す
る
も
の
と
し
、
予
算
規
模
の

伸
び
率
は
四
四
年
度
の
名
目
経
済
成
長
率

程
度
と
す
る
こ
と
。

税
の
自
然
増
収
は
一
兆
円
を
上
廻
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
相
当
額
を
減

税
と
公
債
発
行
規
模
の
縮
小
に
充
て
る
べ

き
で
あ
る
。

し
か
し
て
減
税
は
、
所
得
税
減
税
と
と

も
に
、
輸
出
促
進
、
中
小
企
業
の
構
造
改

善
と
近
代
化
促
進
、
自
主
技
術
の
開
発
促

進
等
を
重
点
と
す
る
企
業
減
税
を
合
わ
せ

己三云

又

(
Ⅲ
)
保
険
事
務
処
理
の
迅
速
簡
素
化

国
一
次
産
品
開
発
輸
入
促
進
の
た
め
の

ア
ジ
フ
貿
易
開
発
事
業
団
の
創
設

②

海
運
振
興
対
策

W
 
現
行
計
画
造
船
の
年
度
毎
決
定
方
式

を
長
期
計
画
に
ょ
る
予
約
決
定
方
式
に

改
め
る
と
と
も
に
、
適
用
対
象
船
舶
の

範
囲
を
拡
張
す
る
こ
と
。

同
現
行
利
子
補
給
制
度
に
代
え
返
還
義

務
の
な
い
利
子
補
助
制
度
を
創
設
し
、

船
主
負
担
金
利
を
五
%
以
下
に
t
る
こ

と
。海

外
取
引
が
あ
る
場
合
の
所
得
特
別

凶
控
除
制
度
割
増
償
却
制
度
度
等
の
適

用
期
限
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、
割
増

償
却
制
度
を
中
小
オ
ー
ナ
ー
所
有
の
外

航
船
舶
に
も
適
用
す
る
こ
と
。

三
、
産
業
の
構
造
改
善
と
企
体
質
の
改
善

国
際
化
の
進
展
等
を
考
慮
し
、
合
併
、

①
業
務
提
携
等
に
関
す
る
独
禁
法
の
運
用
は

前
向
き
の
姿
勢
で
弾
力
的
に
行
な
う
こ

と
。

(
大
型
合
併
に
関
L
て
は
別
途
意
見
書
提
出
)

日
本
開
発
銀
行
の
産
業
構
造
改
善
金
融

②
に
つ
い
て
、
資
金
量
を
大
巾
に
増
加
し
適

用
対
象
業
種
の
拡
大
と
金
利
の
引
下
げ
を

行
な
う
こ
と
。

会
社
の
合
併
、
分
割
お
よ
び
自
己
資
本

③
の
充
実
に
関
し
、
税
制
の
改
善
を
行
な
う

と
と
も
に
投
資
平
準
化
備
金
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
。

)4
 
国
産
技
術
振
興
に
関
す
る
日
本
開
発
銀

(
行
融
資
枠
を
大
巾
に
拡
大
す
る
と
と
も
に

中
小
企
業
綴
公
庫
に
ょ
る
長
期
低
利
の

中
小
企
業
向
け
新
技
術
企
業
化
融
資
を
新

た
に
実
施
す
る
こ
と
。

ま
た
、
国
立
お
よ
び
公
立
研
究
機
関
に

よ
る
企
業
と
の
連
繋
を
強
化
す
る
た
め
、

財
政
支
出
を
大
巾
に
増
加
す
る
ほ
か
、
技

術
革
新
の
著
し
い
分
野
に
お
け
る
新
技
術

の
早
期
実
施
を
促
進
す
る
た
め
、
特
定
重

要
技
術
実
施
損
失
準
備
金
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
。

四
、
中
小
企
業
お
よ
び
流
通
部
門
の
構
造
改
善

と
近
代
化
促
進

既
に
明
蛋
中
小
企
業
政
策
に
関
す
る
要

望
お
よ
び
流
通
近
代
化
の
展
望
と
課
題
に
関

す
る
意
見
と
し
て
提
出
済
み
で
あ
る
が
、
そ

の
な
か
で
と
く
に
次
の
点
に
重
点
を
お
い
て

措
置
す
べ
き
で
あ
る
。

①

資
本
自
由
化
の
進
め
方

中
小
企
業
と
流
通
部
門
の
資
本
自
由
化

は
、
構
造
改
晝
近
代
化
対
策
の
効
果
を

腕
み
合
わ
せ
な
が
ら
慎
重
に
行
な
う
こ

と
。

②

業
務
別
構
造
改
善
の
徹
底

W
 
特
恵
問
題
資
本
自
由
化
等
の
国
際

)
化
に
対
処
す
る
た
め
、
早
急
に
業
種
ぐ

る
み
産
地
ぐ
る
み
の
構
造
改
養
近
代

化
を
促
進
す
る
た
め
の
政
策
金
融
な
ら

ひ
に
割
増
償
却
、
合
併
の
場
合
の
特
例

等
税
制
措
置
の
強
化
を
重
点
的
に
行
な

六
、
労
働
力
対
策

賃
上
げ
が
生
産
性
向
上
に
見
合
っ
て
行

①
な
わ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
賃
金
行
政
を
推

進
す
る
こ
と
。

②

国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
に
ょ
る
中
小

企
業
従
業
員
向
け
福
祉
セ
ソ
タ
ー
の
設

置
公
共
の
賃
貸
住
宅
の
大
量
建
造
を
一

層
推
進
す
る
こ
と
。

公
共
職
業
訓
練
施
設
を
拡
充
し
て
、
中

③
高
年
労
務
者
の
再
訓
練
転
職
訓
練
を
推
進

す
る
ほ
か
、
中
小
企
業
の
行
な
う
職
業
訓

練
に
で
き
る
だ
け
利
用
せ
し
め
る
こ
と
。

事
業
内
訓
練
と
公
共
訓
練
と
を
問
わ
ず

④
養
成
訓
練
と
三
年
程
度
の
高
等
訓
練
お
よ

び
上
級
訓
練
と
に
分
け
、
と
く
に
高
等
訓

練
コ
ー
ス
は
中
卒
者
が
進
ん
で
受
講
す
る

に
価
す
る
如
き
名
実
と
も
に
魅
力
あ
る
も

の
と
す
る
よ
う
措
置
す
る
こ
と
。

主
婦
労
働
力
の
雇
用
促
進
の
た
め
、
主

⑤
婦
に
対
す
る
特
別
の
紹
介
あ
つ
旋
お
よ
び

短
期
職
業
訓
練
の
実
施
公
共
託
児
施
設

の
拡
充
ま
た
は
民
間
託
児
施
設
に
対
す
る

助
成
、
配
偶
者
控
除
に
関
す
る
税
の
特
別

措
置
等
を
行
な
う
こ
と
。

七
、
地
域
開
発
の
促
進

都
市
再
開
発
法
の
制
定
な
ら
び
に
建
築

①
基
準
法
の
改
正
を
速
か
に
行
な
う
と
と
も

に
、
市
街
地
再
開
発
事
業
お
よ
び
流
通
団

地
造
成
事
業
に
対
す
る
助
成
措
置
を
拡
充

す
る
こ
と
。
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地
方
の
産
業
基
盤
整
備
を
促
進
す
る
た

(

4
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こ
と
。

同
構
造
改
善
の
一
環
と
し
て
の
転
換
の

円
滑
化
の
た
め
の
長
期
低
利
資
金
の
確

保
、
な
ら
び
に
構
造
改
善
計
画
に
も
と

づ
き
転
換
を
行
な
っ
た
中
小
企
業
者
に

に
対
す
る
一
定
割
合
の
税
額
控
除
を
認

め
る
こ
と
。

流
通
近
代
化
の
推
進

卸
売
組
合
セ
ソ
タ
ー
、
商
業
団
地
、
倉

庫
団
地
、
商
店
街
近
代
化
、
店
舗
共
同

化
、

ボ
ラ
ソ
タ
リ
ー
・
チ
エ
ー
ソ
等
推
進

の
た
め
、
中
小
企
業
振
興
事
業
団
の
資
金

量
の
増
大
、
政
府
関
係
中
小
企
業
金
融
機

関
の
流
通
近
代
化
資
金
枠
を
拡
大
す
る
こ

と
。産

業
再
編
成
に
伴
う
中
小
企
業
の
対
応

大
企
業
の
再
編
成
に
伴
う
中
小
企
業
の

地
位
の
相
対
的
低
下
と
こ
れ
に
も
と
づ
く

経
済
的
悪
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
中
小

企
業
分
野
に
お
い
て
も
、
積
極
的
合
同
に

合
併
、
協
業
化
、
共
同
化
を
促
進
す
る
た

め
中
小
企
業
振
興
事
業
団
を
中
心
と
す
る

指
導
お
よ
び
助
成
を
強
化
す
る
こ
と
。

こ
の
際
、
中
小
企
業
の
規
模
範
囲
を
工

業
に
つ
い
て
は
資
本
全
億
円
以
下
、
商

業
に
つ
い
て
は
資
本
金
五
千
万
円
以
下
従

業
員
-
0
0
人
以
下
に
拡
大
す
る
こ
と
。

中
小
企
業
金
融
の
強
化
お
よ
び
中
小
企

業
振
興
事
業
団
事
業
の
拡
充

W
 
政
府
関
係
中
小
企
業
金
融
機
関
に
対

)
す
る
政
府
出
資
お
よ
び
財
政
投
融
資
を

ノ

画
期
的
に
増
額
し
、
近
代
化
促
進
貸

付
、
流
通
近
代
化
貸
付
、
小
売
業
近
代

化
貸
付
等
特
別
貸
付
に
つ
い
て
貸
付
枠

の
拡
大
、
貸
付
利
率
引
下
げ
、
貸
付
期

間
の
延
長
を
は
か
る
と
と
も
に
、
普
通

貸
付
に
つ
い
て
も
限
度
額
の
引
上
げ
お

よ
び
貸
付
条
件
の
改
善
を
行
な
う
こ
と

同
中
小
企
業
信
用
保
険
公
庫
に
対
す
る

政
府
出
資
を
大
巾
に
増
額
し
、
保
険
限

度
額
の
拡
大
、
填
補
率
引
上
げ
、
保
険

料
率
の
引
下
げ
を
行
な
う
こ
と
。

W

中
小
企
業
振
興
事
業
団
の
事
業
量
を

飛
躍
的
に
増
大
せ
し
め
る
た
め
、
こ
れ

に
対
す
る
政
府
出
資
お
よ
び
財
政
投
融

資
の
画
期
的
増
額
を
は
か
る
こ
と
。

⑥

小
規
模
事
業
対
策
の
改
善
充
実

小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
を
近
代
化

す
る
た
め
、
経
営
改
善
普
及
事
業
の
遂
行

に
必
要
な
予
算
の
大
幅
増
額
を
行
な
う
こ

と
。

五
中
堅
企
業
対
策

中
堅
企
業
が
従
来
政
策
の
谷
間
に
お
か
れ

て
い
た
こ
と
に
か
ん
が
み
業
種
別
に
中
堅
企

業
の
位
置
つ
け
を
明
ら
か
に
し
、
中
堅
企
業

政
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め

日
本
開
発
銀
行
に
新
た
に
中
堅
企
業
融
資
枠

を
設
け
、
構
造
改
善
を
必
要
と
す
る
業
種
の

中
堅
企
業
を
対
象
に
特
別
融
資
を
行
な
う
と

と
も
に
グ
ル
ー
プ
化
等
の
た
め
協
定
そ
の
他

共
同
事
業
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
法

制
面
の
整
備
を
行
な
う
こ
と
。

2425

⑤ ④ ①③ ②

{《_



め
、
地
方
財
政
に
対
す
る
財
源
措
置
に
つ

い
て
特
別
の
考
慮
を
払
う
と
と
も
に
、
縦

貫
自
動
車
道
路
国
鉄
新
幹
線
等
の
建
設
は

計
画
の
斉
合
性
と
タ
イ
ム
リ
]
な
遂
行
を

確
保
す
る
こ
と
。

企
業
の
地
方
分
散
を
促
進
す
る
た
め

イ
事
業
用
資
産
買
換
特
例
制
度
を
過
密

地
域
ま
た
は
公
害
規
制
地
域
か
ら
の
移

転
商
工
業
団
地
へ
の
移
転
等
特
定
の

政
策
目
的
に
適
合
す
る
場
合
に
つ
い
て

延
長
す
る
と
と
も
に
、
工
場
建
物
お
よ

び
機
械
設
備
に
対
す
る
特
別
償
却
制
度

の
適
用
を
拡
大
す
る
こ
と
。

戸
財
政
投
融
資
に
ょ
り
工
場
分
散
資
金

制
度
を
創
設
し
、
過
密
地
域
か
ら
低
開

発
地
域
産
炭
地
域
等
に
移
転
す
る
工

場
に
対
し
、
日
本
開
発
銀
行
の
特
別
融

資
を
行
な
う
こ
と
。

)④
公
害
防
止
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、

公
害
防
止
事
業
団
の
拡
充
、
日
本
開
発
銀

行
の
融
資
枠
の
拡
大
、
融
資
条
件
の
改
善

を
行
な
う
ほ
か
、
国
に
ょ
る
公
害
防
止
技

術
の
開
発
研
究
を
積
極
化
す
る
と
と
も
に

公
害
防
止
施
設
に
対
す
る
特
別
償
却
度
の

改
善
強
化
お
よ
び
固
定
資
産
税
の
免
除
を

行
な
う
こ
と

⑤

地
域
開
発
の
効
率
化
と
経
済
実
体
の
大

型
化
に
対
応
す
る
た
め
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
広
域
行
政
を
実
現
す
べ
き
で
、
現

行
の
府
県
制
は
こ
れ
を
廃
し
道
州
制
に
移

行
す
る
こ
と
。

八
食
管
制
度
の
改
革

米
の
間
接
統
制
に
移
行
す
る
こ
と
を
目

①
賭
と
し
、
食
管
制
度
の
改
革
に
勇
断
を
も

つ
て
臨
む
こ
と
。

②

明
年
の
産
米
に
つ
い
て
は
、
明
年
度
予

算
に
船
い
て
、
そ
の
需
給
計
画
を
明
示
し

政
府
買
入
数
量
お
よ
び
そ
の
価
格
を
示
す

こ
と
。
こ
の
際
政
府
の
米
の
需
給
操
作
に

必
要
な
数
量
と
こ
れ
を
こ
え
る
数
量
に
つ

い
て
二
重
の
価
格
を
設
け
る
一
方
、
そ
の

こ
え
る
数
量
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
が
米

を
政
府
以
外
に
も
自
由
に
売
り
渡
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
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政
府
買
入
れ
の
米
に
つ
い
て
は
、
生
産

)(
者
価
格
と
消
費
老
価
格
を
関
連
づ
け
て
同

時
決
定
す
る
こ
と
。

な
お
こ
の
場
合
、
米
の
露
事
情
を
そ

の
価
格
に
反
映
さ
せ
る
一
方
、
非
合
理
的
な
一

切
の
政
治
加
算
を
排
除
す
る
こ
と
。

九
物
価
の
安
定

物
価
の
安
定
は
、
経
済
の
安
定
成
長
お
よ

び
民
生
安
定
の
基
礎
条
件
を
な
す
の
で
、
予

算
硬
直
化
の
排
除
、
米
価
決
定
方
式
の
改

養
中
小
企
業
お
よ
び
流
通
部
門
の
構
造
改

善
近
代
化
等
に
つ
い
て
の
上
記
の
諸
施
策

を
含
む
総
合
的
な
物
価
安
定
対
策
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
。

ま
た
、
政
府
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
が
管

理
す
る
公
共
料
金
等
に
つ
い
て
は
極
力
合
理

化
を
進
め
る
こ
と
に
ょ
り
、
そ
の
値
上
り
を

抑
制
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
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現下の求人事情にかんがみ奈良職業安定所の御恊賛を得て、当所に中局年の求職者の内、目
ーナーを新埋職及び専門的職業者並びに技術潛の雇用の促進をはかる人材開発のための仇進コ

如することになりキ1たので、せいぜい御利用下さるようご案内申し上げます0
記

人材開発コーナー囚'生亨y',

倉

回開発コーナーの進め方

①六良職業安定所より提供を受けた求職者りストを常に当所に備えっけることになりまL九ので、
来所のしご自由に閲覧下さい。四月10日現在より常備致します)
②この求職りストは毎月3回更新致します。
③求人倒はり雇用の希望があったときは、当所は即刻安定所へ連絡し、その後の取り決めは奈良職
業安定所にて行われることになります。

(4)求職者にっきまし,ては、既に決定済みのもの亀でることをお含み船き下さい0
⑤求職の受け付けは、当所では致しません。
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の
出
先
機
関
を
集
約
立
体
化
し
た
奈
良
合
同
庁
舎
の
建
設
位
置
が
急
速
に
変
っ
た
造

地
に
あ
る
た
め
、
所
在
地
が
判
然
と
せ
ず
、
特
に
奈
良
税
務
署
は
北
和
産
業
界
に
最
も
関

の
深
い
機
関
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
所
在
地
不
明
瞭
で
あ
る
と
い
う
声
が
高
い
と
こ
ろ
か

当
所
は
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標
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板
を
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庁
舎
西
北
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路
上
と
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庁
舎
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東
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道
路
合
同
庁
舎
入
口

上
の
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ケ
所
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
九
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十
六
日
奈
良
財
務
部
長
宛
に
要
望
、
尚
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宛
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設
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を
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賞
な
ど
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五
点
決
る

奈
良
商
工
会
議
所
、
太
木
良
食
品
衛
生
協
会
を
計
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
・
:
・
:
と
案
内
書
に

奈
良
市
観
光
協
会
で
作
ら
れ
て
い
る
奈
良
観
光
も
う
た
わ
れ
て
あ
る
。

士
産
品
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
六
月
十
八
日
、

審
査
会
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
研
究
の
跡
が

会
議
所
大
ホ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
た
。

み
ら
れ
る
。
包
装
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
デ

出
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ご
三
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<
工
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品
三
一
点
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食
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ソ
に
も
新
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な
品
物
が
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く
な
っ
て
く
る
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0
0
点
>
を
か
ぞ
え
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推
奨
品
二
十
八
こ
と
は
こ
の
仕
事
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
よ
ろ

点
に
の
ほ
り
、
-
 
0
三
点
の
合
格
品
を
み
た
。
こ
び
で
あ
る
。
古
都
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
現
代

旅
す
る
者
に
と
っ
て
訪
ず
れ
た
士
地
で
買
求
的
な
味
覚
を
加
え
た
り
、
あ
る
い
は
美
術
工
芸

め
た
品
の
思
い
出
は
ま
こ
と
に
尽
き
な
い
も
の
品
に
船
い
て
も
現
代
人
の
美
的
感
覚
に
訴
え
る

で
あ
る
。

作
口
叩
、
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
を
呼
び
さ
ま

観
光
土
産
品
の
優
劣
は
そ
の
観
光
地
の
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情
す
よ
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作
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こ
う
し
た
傾
向
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れ
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と
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光
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を
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秋
の
旅
行
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も
今
た
け
な
わ
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有
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を
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お
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ま
す
。
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光
奈
良
に
ふ
さ
わ
し
い
郷
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々
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定
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に
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す
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と
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又
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。
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